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向畑遺跡は松本市の東部、中山地区にあり、この周辺の東山山麓は、古くは縄文時

代から中 0近世に至るまでの多くの遺跡が残され、隣接する内田地区、塩尻市片丘地

区とともに、早 くから識者の注目するところとなっていた場所でありますc

今回の調査は、昨年度まで進められていた県道改良工事が、当遺跡一帯に及んだた

め、松本市教育委員会では、長野県松本建設事務所の依頼を受け事業予定地内の遺跡

の発掘調査を行ったものです。

発掘調査は市教委職員を中心に地元考古学研究者の先生方等で組織した調査団によ

り、 8月 27日 から12月 25日 にわたって実施され、多大な成果をおさめて無事終了いた

しました。調査内容は本文で詳述してあるとおりですが、古墳時代の住居跡などと中

世の墓址群やそれらに伴う遺物が多数発見され、この地が古 くから人々の生活の根拠

地となっていたことが証明されました。

今回の発掘は、記録保存と呼ばれ、開発のために遺跡を破壊するがその前に記録を

とっておくという性格のもので、本書を残して遺跡は消え去る運命にあります。せめ

て、本書に記された調査結果が充分に活用され、郷土や先祖の歴史を探る一助となれ

ば幸甚に存じます。

最後になりましたが、この調査にあたり多大なご理解とご協力をいただきました中

山土地改良区、炎天下、発掘に従事された地元の皆様に心からなる謝意を表して序と

いたします。

日召不日63」午 3月

松本市教育委員会

教 育 長 中 島 俊 彦



例   言

1.本書は昭和62年 8月 27日 から12月 25日 にわたって実施された松本市中山向畑に所在する中山 向

畑遺跡の緊急発掘調査に関する報告書である。

2.本調査は昭和62年度住宅宅地関連道路改良工事に伴う事前の発掘調査であり、松本建設事務所

より委託を受け、松本市教育委員会が行ったものである。

3.本書の執筆は下記の分担で行った。

第 1章 事務局  第 2章第 1節。大田守夫  第 2節 .神沢昌二郎  第 3章第 1節。三

村竜一  第 2節 -1.三 村竜一 。林佳孝  第 2節 2～ 6。 三村竜一  第 3節 (1)― (i)。

竹原学  (1)― (五ヽ 直井雅尚  (1)-0.神 沢昌二郎  (幼関沢聰  (3)神 沢昌二郎  第

4章 神沢昌二郎

4.本書の編集は事務局が行い、滝沢智恵子の助力を得た。

5。 本書の作成にあたっての作業分担は次のとおりである。

土器復元 滝沢智恵子 岩野公子 五十嵐周子 西川卓志

遺物実測 神沢昌二郎 直井雅尚 関沢 聰 竹原 学 田中正治郎 岩野公子 土橋久子

赤羽包子

土器拓影 五十嵐周子 百瀬利子

トレース 直井雅尚 関沢 聰 竹原 学 三村竜一 土橋久子 岩野公子 開鳴八重子

赤羽包子 大木たかみ 後藤ひとみ 町田庄司 若井孝夫 林佳孝

遺構写真 三村竜一

遺物写真 宮鳴洋一

一覧表作成 若井孝夫 岩野公子 後藤ひとみ 大木たかみ

6.遺構図中のスクリーントーンは焼土・炭化物を表現したものである。第 7・ 17図 を参照された

7.委託契約書、作業日誌等の事業経緯を示す書類は調査結果の記載を重視 したために、本書から

割愛したが、図類、出土遺物と共に松本市教育委員会が保管している。
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第 1章 調査経過

第 1節 調査に至る経過

本遺跡調査については昭和61年に中山住宅団地関連道路改良工事に伴い、向畑遺跡内に予定路線

がかかるためその保護について長野県松本建設事務所より問い合わせがあり、現地協議を行った。

向畑遺跡は向畑古墳群に接しており、現在でも遺物の採集の出来ること、また市では隣接の中山保

育所建設時にも事前の発掘調査をしている経過もあって、本遺跡を昭和62年度中に行われる県営ほ

場整備事業に伴う発掘調査 と並行 して行 うこととした。

委託契約は昭和62年 7月 10日 に取 り交し、 8月 27日 より発掘調査にかかったが調査の結果、当初

の予算にゆとりを生 じたため昭和63年 1月 19日 に委託料の減少額に伴 う変更委託契約をかわした。
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第 i図 遺跡の位置
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第 2節 調査体制

この調査に関する体制は、次のとおりである。

団長 :中 島俊彦 (松本市教育長)調査担当者 :神沢昌二郎 現場担当者 :三村竜一 調査員 :

大田守夫、三村 肇、西沢寿晃、土橋久子、森義直、横田作重

発掘作業参加者 :青柳洋子、赤羽章、赤羽包子、朝倉定人、荒井唯邦、飯沼富夫、イr合英子、石

川未四郎、伊丹早苗、岩野公子、自井美枝子、小野光信、大出六郎、大久保忠光、大田千尋、大谷

成嘉、大塚袈裟六、奥原富蔵、開嶋八重子、高原武善、金子富人、唐沢友子、小池直人、小岩井美

津子、児玉春紀、小林謙次、小松啓吾、小松正子、神戸巌、沢柳秀利、荘秀也、瀬川長広、袖山勝

美、日中泉造、土橋久美子、鶴川登、中島新嗣、中島督郎、中島治子、中島直美、中村恵子、中村

文一、西原明子、西原いさ子、西原千代子、中崎助治、林昭夫、林伊和夫、林源吾、藤本嘉平、降

旗大太郎、穂刈真巳、町田庄司、真々部松子、九山よし子、九山愛徳、九山久言l、 九山誠、南山久

子、見村」、じ子、村山正人、百瀬八江、横山篤美、横山倍七、横山保子、若井七十郎、若井孝夫

整理作業協力者 :滝沢智恵子、大木たかみ、後藤ひとみ、開鳴八重子、若井孝夫、岩野公子、土

橋久子、町田庄司、林佳孝、土屋君子、五十嵐周子、百瀬利子、西川卓志、山下泰永

事務局 :浅輪幸市 (社会教育課長) 小松 晃 (文化係長)llll沢忠博、大村敏博 (主査) 熊

谷康治、直井雅尚 (主事) 洞田睦子
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表 1 作業の経過
8月 9月 10月 11月 12月

表土除去 ■ ■ ■

遺構検出 ‐

6住
―

7住 ―
‐ ‐

8住
―

9住 ■

10住 ■

311主 ■  ■
32住 ■||
33住 ‐ ■

34住 ■

35住 ■

36住 ― ‐

37住 ‐

38住 ‐

391L ■

401L

-

‐ ■ ■||
41住 ■

42住 ■

43住 ■

45住

―46住
―

向畑6号古墳 | ■

向畑7号古援
―

土墳
― ―

溝 6

溝 8 ‐

溝 9 ‐

溝10 ‐

溝11

溝12 ‐

溝15 ‐

溝16 ■

竪 5 ■

竪 6 ■

竪 7 ‐

特殊遺構 1 ‐

全体測量 ■

第 3節 作業の経過
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第 2章 遺跡の環境

第 1節 向畑遺跡の地形と地質

1.位置と地形

本遺跡のある松本市中山向畑地籍 (標高720m)は 鉢伏山地西側の最 も起伏に富む山ろく面にあ

る。鉢伏山地西側の山ろく面のほとんどが小河川による扇状地の斜面形からなっているなかで、中

山丘陵をはじめとする台地状 。丘状の山地、傾斜度の高い斜面、浸食を受けた谷、盆状の凹地など

複雑な地形からなっている。向畑一帯は、その中で丘状の地形面として存在する。ただ視′点によっ

ては、平たん面とも、丘とも、台地とも見える。

2.地層と土壌

向畑遺跡の地表面や、発掘規模の深さの土層でみられる土壌は、石英閃緑岩の風化砂礫と、これ

を混えたローム質土壌である。従って、石英閃緑岩の含有鉱物である石英
。長石 。角閃岩・黄鉄鉱

等を含む。長石は風化 して、白っぽい部分が層をなしたり、粘土化 してローム質土壌と混じ団塊状

となる。一方石英粒に富むローム質土壌は、砂質化 し砂層と間違えられる。

土壌の色は、黄褐色・赤褐色・暗褐色である。赤褐色土の赤味は風化した石英閃緑岩の鉄分の影

響らしく、その土壌中や周辺に石英閃緑岩の風化団塊が多い。黄褐色土と成分的に違いはない。暗

褐色土は腐植物がまじったもので、耕起によりさらさらしている。

これらの土壌の起源をみると、母材の石英閃緑岩は、東側の宮入山 。高遠山など石英閃緑岩の山

から、ローム質土は、千石や中山丘陵頂上部にみられる降下ロームと考えられる。向畑台地の基底

は、更新世 (洪積世)に この岩石とロームによって形成され、後に断層をともなう構造運動や、河

川の浸食により今 日の姿となっている。

第 2図 Aは発掘第XⅣ地区の南に続 く、ほ場整備中の畑地の北壁の地層面である。地表から2m

ほどの深さであるから、この土層の上部は向畑遺跡面と考えてよい。従って深さ lm以下は地山と

いえる。上部は風化砂や小・中礫混りのローム質土壌で、下部に行 くに従い、中。大礫となる。砂・

礫はいずれも石英閃緑岩で礫は亜角～亜円礫である。

第 2図 Bは 向畑遺跡東南方約150m、 ほ場整備中の水田地帯の北壁及び東壁にあらわれた地層であ

る。かつての向畑の畑地と北中島の水田との地形変換線の段差の斜面にあらわれたもので、高さ 5

mに も及んでいる。この露頭で注目されることは、基底が礫径 3mに およぶ石英閃緑岩の大 。巨礫

-5-



A 地層断面
装土

ローム質±43色
風化砂、小・中礫混 リ

ローム質土褐色
風化砂、中・大礫混リ

(砂・礫とも石英閃緑岩 )

B 地層断面

表土

ローム質土

風fヒ砂、小 中礫混り

流本を含む砂質層
第14地区外南

亜角礫層

上部 大 。巨環
下部 巨礫
風化砂・。―ム質土混 り

(風化砂・礫とも石英閃緑岩 )

北 壁

第 2図 地層断面図

東 壁

向畑遺跡東南方

(亜角礫)であることと、石英閃緑岩の小 。中・大礫を含むローム質土壌の成層である。このよう

な大巨礫や成層は現在、カニ堀沢右岸 (中 山丘陵南側)の農免道路沿いの露頭にみられるほか、大・

巨礫はかつて宮入川 (千石沢)の下流、尾池付近の浸食谷でもみられた。

3.地形の形成

中山地区の山ろく面をつ くっている地層は、この基底礫層とその上部の風化砂、小 。中 。大礫混

りのローム質土壌からなっている。現在、更新世 (洪積世)の台地として、中山丘陵南面 。向畑・

坪の内 。大久保山・棚峯・小丸山等の地形面、千石など東側の山ろく面となって残っている。向畑

地籍の面の形成はこのころと考えられ、後の断層や浸食活動により、宮入川 (千石沢)の谷、沖田

の湖盆状の凹地、カニ堀沢等との間に段差が生れた。

中山地域の地形の形成は、中山丘陵をはじめとして、地層の露頭に計測できるものや、連続した

ものが少ないので、地形観察や推定による場合が多い。以下参考に概括的事項をあげておく。向畑

遺跡はほとんどこの地形面の形成後に、成 り立ったものと考えられる。
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地 殻 運 動 等 地 形 の 形 成 地質年代

断層活動

大・巨礫の流下

火山灰の降下 (波田ローム)

断層活動

(中山丘陵西部一大久保山一)

ケイト山断層

浸食作用

(宮入川、和泉川等)

中山丘陵及び相当面の分離

軍[曇 ローム、中山丘陵のローム1山
ろく面の形成

(旧河床礫層)

ゴルフ場面、中山丘陵南面、向畑

坪の内、小丸山、棚峯、大久保山

等の地形面の形成

宮入川、和泉川の谷、沖田の凹地

新山ろく面の形成 (新河床礫層)

更新世

(洪積世 )

完新世

(沖積世)

|

4。 第Ⅳ地区で発見された溝  (第 48図 )

第Ⅳ地区は出土物がなく、一般に礫の多いしまった土層である。ここにN20° E、 南西へ傾 く集石

状の溝が 4本 とその西側にN10° E、 南南西へ傾 く同じ集石状の溝が発見された。いずれも上方は地

区内の北端で切れており、下方は南端付近で不明のようになったり、地区外に没している。N10° E

の溝15は石積みからみて、明らかに暗きょ排水溝であった。N20° Eの 4つは集石にやや違いが見え

るが、その下方を地区外まで追ってみると、Y状の溝となり、さらに延長はほ場整備中の畑地のな

かに続いていた。このような溝は、先年保育園敷地 (遺跡)発掘の際にも発見されており、土地の

人によると地表面上の凹状の地下に、排水溝として入れているということである。恐らく雨水の排

水と考えられるが、下方で湿地となっている。第Ⅳ地区の場合もY状の周辺に湿地性の植物があり、

地面が湿っていた。
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騎

路

●向畑遺跡

1.林山腰遺跡
2.千鹿頭北遺跡
3.出川遺跡
4.出川南遺跡
5.百瀬遺跡
6。 えり穴遺跡

7.赤木山遺跡群
8.雨堀遺跡
9.大久保山遺跡
10.古屋敷遺跡
11.南中島遺跡
12.坪 ノ内遺跡
13.千蔵屋敷遺跡
14.坪 ノ内古墳群
15.向畑古墳群
16.西越古墳群
17.鍬形ヶ原古墳群
18.小丸山古墳
19.棺護山古墳群
20.弘法山古墳
21.埴原牧
22.千石牧
23.推定信濃牧監庁跡

第 3図  周辺遺跡
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第 2節 周辺遺跡

本遺跡は広域的に見れば東山山麓一帯に属する遺跡である。松本市の東南部分の主要遺跡を北か

ら見ると、薄川左岸の山裾に縄文時代中期初頭と後期前半を中心とする林山腰遺跡があり、その南

西に古墳時代を主とする千鹿頭北遺跡がある。西側の田川の近くには弥生時代から平安時代にかけ

ての出川 。出川南遺跡があり、それを上流に遡ると弥生時代中期の百瀬遺跡がある。さらに南に遡

ると赤木山の山塊があり、この山は縄文から中世に至る16あ まりの遺跡を擁している。田川に注 ぐ

塩沢川の右岸には縄文後 。晩期の土製耳飾 りを多出したえり穴遺跡がある。この川を遡 り東に進む

と山麓斜面に縄文中期の集落、雨堀遺跡がある。このように多くの遺跡に取 り囲まれた中山であり、

さらに中山の地籍の中だけでも数多くの遺跡がある。『長野県史』によれば13遺跡、61古墳の記載が

ある。松本市合計では462遺跡、うち古墳は143基であるから、ほぼ半数を占めている。地区内から

採集された遺跡をみると小字よりも細かい地名で表示してあるため34遺跡にも及ぶ。

時代別にみれば縄文早期に坪ノ内、万蔵屋敷、大久保山、向畑。前期では坪ノ内、古屋敷、埴原、

南中島、北中島、沖田。中期には生妻、弥生前、麦尾、八郎田、小山下、清水畑、反町、千蔵屋敷、

万蔵屋敷、行応寺沢、中洞、洞入、平林、鍬形ケ原、西越、向畑、坪ノ内、山岸、沖田、北中島、

久保添、深沢、古屋敷、仁王堂、千石、大久保山、沢尻、尾池平田。後期には坪ノ内、天王原の各

遺跡があるが、特に中期が多く、その中でも昭和40年に発掘調査された坪ノ内遺跡は縄文時代の中

期中半から後期前半を主体 とする大遺跡である。その他深沢遺跡でも昭和40年に発掘調査をしてお

り、縄文時代中期中半の住居址 2、 平安時代の住居址 1軒 を出している。

弥生時代の遺物は過去数点しか出土していない。しかし今回調査の向畑遺跡からも石庖丁が出て

おり、今後の調査によっては増える可能性がある。

古墳時代では弘法山古墳と和泉川を隔てて、中山36号古墳がある。この二つの古墳は 4C中半に

位置し県内でも最古の古墳の一つである。中山36号古墳周辺は棺護山古墳群 と呼ばれ後期の古墳が

ある。後期の古墳は東山山麓の集落内にも′点々として存在している。小丸山古墳のつづきに煙滅し

てしまったが柏木古墳があり、大正14年の発掘調査によって玉類、金環
。銀環 。鉄刀などの他土師

器の高不、須恵器の高杯 。蓋・不等多量の優品が副葬されていた。本遺跡そのものは向畑古墳群に

含まれており、そのす ぐ西側には坪ノ内古墳群がある。向畑遺跡の北側の沢を隔てた中山霊園周辺

は鍬形ケ原古墳群としてまとめられ、その東側には西越古墳群がある。

奈良時代から平安時代になると直営の牧場がつ くられ、南側山麓に埴原の牧と千石の牧が残って

いる。またそれらの牧をも含めて信濃全体の牧の統括官庁としての牧監庁が本遺跡の北側、市立考

古博物館脇にある。このように本遺跡は中山地区の遺跡群の中にあり、その中でも広範囲に広がる

遺跡としては最大である。
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第 3章 調 査

第 1節 調査の概要

発掘調査は遺跡の範囲内で県道建設用地にかかる畑地を調査地として設定し、県営ほ場整備事業

による発掘調査 と並行 して行った。そのため遺跡の調査方法は全体の流れに従っているので、非能

率な点もあるかも知れない。調査結果についても向畑遺跡全体の評価に基づいて行っているため、

本調査範囲のみでは把握出来ない点についても言及することがあるかと思うが予めご了承いただき

たい。

a調査の方法

。該当の畑 6枚について、畑作の休耕に合わせて調査を行った。

・畑の形状を損なわない事が前提であったので、掘 り出した順に畑の区割 りごとの番号 I～Ⅵま

でをつけた。

・実質調査面積は I区 250m2、 H区 460m2、 ⅡI区 1,600m2、 Ⅳ区280m8、 v区60m2、 Ⅵ区260m8、 計2,

9oom2でぁる。

・ほ場整備事業にかかわる発掘調査は県道の東側とし、西側は63年度調査分 とした。

・調査は重機による表土除去後、人力により遺構の検出作業を行い、確認された遺構から掘 り下

げを開始した。

・測量についてはⅢ区東側に設定した基準点から南北 。東西に基準線を振 り出し、そこから3m

間隔に直交する線を振 り、調査地内を 3× 3mの メッシュで覆い、調査地内の求める位置を基準

点からの方向と距離の組み合わせ、N・ S・ EoWと 数字によって表現できるようにした。ただ

し I区については平板測量を行い、後の遺構図整理の段階で平面図上にメッシュを移 し、他の調

査区と同様に標記できるようにした。標高は調査区が南北に長 く、高低差も大きいため 5本の杭

を埋設して基準とした。

・遺構の命名については各地区の検出が終了し、掘下げが開始された時点でその性格を推定して

つけた。尚、本調査とほ場整備事業に伴う調査は開発起因が異なるために別々の調査報告書とな

るが、本来は一つの遺跡であるので遺構番号については一連のものを付 した。今回の調査で新た

に発見された 2基の古墳については、1966年松本市教育委員会作成の中山地区古墳調査表に向畑

1～ 5号墳が掲載されているので、これを踏襲 して向畑 6・ 7号古墳と命名 した。

・竪穴住居址・竪穴状遺構は土層観察用の畔を十字に残して掘 り下げた。土墳は 2分割して先ず
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第 5図 調査範囲図
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半分を掘 り下げ、土層観察を行った後全掘した。古墳については既に墳丘部が削平されていたた

め、周溝のみで主体部は検出されなかった。

b調査結果

。遺構 竪穴住居llL 20軒 (古墳時代前期19,古墳時代中期 1)

古墳    2基 (6号古墳は過去の削平により地山のマウンドを検出するにとどまっ

たが、直径16mの 円墳と考えられる。 7号古墳は 6号古墳の南東に

隣接する。周溝のみが残 り、周溝から供献用の一括土器が出土した。

土墳

溝

直径22mの円墳である。)

366基 (縄文時代約30、 古墳時代約 10、 その他は中世から近世に属する。)

8基 (縄文時代 2、 他は時期不明)

竪穴状遺構  3基

特殊遺構   1基 (7号古墳周溝を切る長方形の遺構 )
。遺物 竪穴住居址を中心として各種遺構から土器・石器・石製品 。鉄器・銭貨等が出土した。

土器には縄文土器・土師器・陶磁器があり、石器・石製品には石鏃・石錐・石匙・スクレイパー・

打製石斧・磨製石斧・凹石等がある。鉄器は釘 。刀子・把手等 5点が出土。銭貨は宋銭 7枚が出

[± 1。

C成果

・古墳時代前期の大集落の一部が検出されたこと。

・古墳 2基が検出されたこと。

・中世の大墓址群を検出したこと。

第 2節 遺構

1 住居址

(1)第 6号住居址  (第 6図 )

遺構  I区南側 S27～ 36、 W39～ 43に位置する。 7住・ 8住を切 り、土墳55・ 56・ 124・ 125に切

られている。調査は畑の形状を損なわないことが前提であったので、 I区・ H区の間に未調査部分

が生 じてしまい、本址西側部分は検出されなかった。長軸方向はN-0°を示し、南北5.Om、 東西4.

Om程の隅丸方形プランを推定する。壁の傾斜は外傾気味に立ちあがり、壁高は40cmを測る。覆土下

層の黄褐色土から床面にかけては、20～ 30cm大 の角礫が数イ固みられた。床面は二次堆積砂質ローム

を叩き締めた堅緻なもので、比較的平坦であった。床面を精査 したが、ピットは Plを検出したのみ

であった。Plは 南北180cm、 東西40cmの規模をもち、東壁際中央に設けられて溝状を呈するものであ
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る。土墳55に切られるものの断面形は台形で、50cmと 深く掘り込まれ、遺物出土状態からも貯蔵穴

とみて間違いない。

遺物 床面上及び貯蔵穴から土師器が出土している。床面上からは高不・鉢 。甕・手づくねが確認

されている。貯蔵穴からは、底面から直口壺など一括土器が出土した。土師器は、いずれも古墳時

代前期の様相をもっており、本址の時期もそこに求められる。 (第 55図 )

(幼 第 8号住居址  (第 6図 )

遺構  I区南側 S30～ 36、 W37～ 39に位置する。本址は西側を 6住・ 7住に切られ、更に東側でも

土墳55・ 57・ 59・ 120・ 123に切られているため大部分を失っている。 6住 。7住 との切 り合い関係

は本址がもっとも古 く7住、6住の順で新 しい。長軸方向はN-0° を示し、南北5.7mの 隅丸方形ま

たは隅丸長方形プランが推定される。壁は南側での残存状態が良好であり、垂直に近 く立ちあがり

壁高は50cmを 測る。二次堆積砂質ロームを掘 り込んだ床面は、平坦で堅緻であった。床面精査の結

果、東壁から南壁にかけて壁より20cm程 内側を廻る幅50cm、 深さ15cmの周溝が検出された。ピット・

炉は検出されなかった。

遺物 覆土～床面にかけて土器片が少量みられた。土器は古墳時代前期に属する土師器で、鉢 。

壺などが出土している。南壁際、周溝内から甕など一括土器が確認された。 (第56図)土師器より本

址の時期は、古墳時代前期に比定できる。

(3)第 7号住居址  (第 7図 )

遣構  I tt S 27～ 36、 W39～ 41、 H tt S 27～ 36、 W43～ 48に位置する。 8住。41住、土墳382、 388

を切 り、 6住・32住、土墳56・ 60・ 124・ 125・ 389。 390・ 391・ 392・ 393・ 3940468に切られる。住

居址の前後関係は、古い順に41住→ 7住→32住 と8住→ 7住→ 6住 となる。南北が8。 6m、 東西が8.

2mと 本遺跡の中では最も規模の大きい住居址であったが、畑地の形状を維持するため本址中央部が

未調査 となってしまった事は非常に遺憾である。平面形は方形を呈し、主軸方向は出入口を東側 と

想定してN-90°一Eと なる。壁は外傾 して立ち上がり、30～ 40cmの 高さをもつ。覆土は、石英閃緑

岩の小礫が多量に混入する二次堆積ロームと暗褐色土であった。本址に伴う施設として周溝・ピッ

ト・炉を検出した。周溝は、幅20～ 50cm、 深さ20～ 30cm程でほぼ壁直下を全周すると考えられるも

のである。ピットは Pl～ P3を検出した。 Pl・ P2は 、いずれも深さ66cmを 測 り円形を呈 しており、

位置からみても主柱穴に間違いない。東側に 2本の柱を想定 し4本柱の住居 と考えられる。炉は

Pl・ P2の間にある。45× 37cmの楕円形を呈する地床炉で、半円状に20cm程掘 り込まれている。炉址

の覆土は、砂質ロームで焼土塊を混入していたが、板状にされた粘土塊が数片確認され、炉底面に

貼られたものではないかと考える。

遺物 土師器がⅡ区からのみ出土した。高不・堆・鉢・甕・壺などがみられ、炉付近からは一括

土器の出土も確認された。土師器は古墳時代前期のもので、本llLの時期もそこに求める。 (第 55図 )
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第 8号住居址

第 6号住居址

第 6図 第 6・ 8号住居址

-15-



い
Ｏ

（
ｍ

第 7号住居址

A                       A'

Ivttm
g IW責

色土 ω 5-■ llcm大のご姜色土塊・石英閃緑岩の4ヽ礫多量混入、
H:褐 色土 〈石英閃緑岩の小礫多fl混入 )
Ⅲ :暗褐色土 (石英閃縁岩の小礫混入)
IV:褐 色土 (石英閃操岩の小礫、 白責色粘質土塊混入 )
V:嗜 褐色土 (焼土粒・炭化物・石英閃縁岩の小礫混入)
Ⅵ :自 責色砂質土 (石英閃縁岩の小礫混入)

Ⅵl:掲 色土 (石英閃縁岩の小礫・自責色砂質土粒多量混入 )
Ⅷ :暗褐色土 (石英閃緑岩の小礫混入、砂質 )

0     1      2m

Ｆ⑬
Ｄ

一
鶉 焼土を表す。他の住居tLも 同様である。

ユ     墜

暗褐色土 (ロ ーム粒、焼土塊混入)

0       50cm

F:・ F2… は炉Noを示す。以下同様に表記。

砂質 )

第 7図 第 7号住居址
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)第 9号住居址  (第 8図 )

遺構  I区 中央西側 S18～ 22、 W36～ 39に位置する。土疲78を貼り、土墳77に切られる。西側は

調査区域外にかかり、東側半分を検出したのみである。長軸方向はN-104° 一Eを示し、南北4.lm

を測り方形プランを推定する。覆土の褐色土には、ローム粒が混入する。壁は二次堆積砂質ローム

中に掘 り込まれ、壁高は 15～ 30 cmを 測る。壁の立ちあがりは緩やかであった。床面は比較的平坦

だが、北に向かって僅かに傾斜をもつ堅緻なものである。丁寧に床面精査を行なったが、周溝・ピ

ット・炉等住居址に伴 う遺構は検出されなかった。

遺物 極めて少量の縄文土器・土師器が出土した。いずれも小破片であり、縄文土器は混入品で

あると考えられる。土師器は古墳時代前期の様相をもっており、本址の時期 もそこに求めたい。

(5)第 10号住居址  (第 8図 )

遺構  I区北側 S6～ 10、 W32～ 36に位置する。東側は調査区域外にかかるため、西側半分の検

出をしたのみである。また南北の壁も土墳94・ 95。 97に切られているため、ごく限られた部分の調

査となった。長軸方向はN-101°一Eを示し、規模は南北で4.Omを測る。平面形は北東 。南東の隅

を確認したのみであるが、方形あるいは長方形を呈すると考えられる。また、北壁には張り出し部

をわずかに残すが、今回の調査で31号住居l■に同様の張り出し部を検出している。壁高は10～ 16cm

と低いため不明瞭ながら緩やかに立ち上がるものと想定できる。床面は粘性の強い二次堆積ローム

に掘 り込まれている。非常に堅緻であり、起伏をもち南に向かって傾斜している。本址に伴うピッ

ト・炉・周溝等は検出されなかった。

遺物 少量の土器片が出土しているにすぎない。古墳時代前期の土師器であり本址の時期 もそこ

に求める。
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可

　

　

Ａ
一

ml

A'

褐色土 (ロ ーム粒混入)

A'

暗褐色土 (ロ ーム粒混入)

第 8図 第 9010号住居址

ヽ
ｍ

第 9号住居址

第10号住居址

Ａ
一

-18-



＾
ｍ

い
Ｏ

01

第31号住居址

H:暗 褐色土 (05-20m大 のローム塊混入 )
Ⅲ :褐色上 (05～ 20m大のローム塊i昆 入)

0     1     2m

Ⅳ :黄色土 (砂質 )
V:暗 褐色土
Ⅵ :暗褐色土 (焼土粒多量混入)
Ⅵ!:炭化物層 (褐色土粒多fl混 入)

第 9図 第31号住居址

(6)第 31号住居址  (第 9図 )

遺構 H区南側 S27～ 32、 W50～ 54に位置する。土疲383・ 384・ 385・ 386・ 408・ 504に 切られて

いる。やや粘質の二次堆積ローム中に掘 り込まれ、南北4.8m、 東西3.5mの規模をもつ。長軸方向

が、N-10°一Eを示す隅丸方形のプランを呈するが、北壁西側には長さ200cm、 幅30cmの張 り出し部

がある。覆土は明褐色～暗褐色土が堆積 しており、上層から底面にかけて10～ 30cm大 の角礫が20数

個見られた。壁はいずれも30cm前後の高さを測 り、緩やかに立ち上がる。床はやや起伏を持ち、南

に向かって傾斜しているが地山を叩きじめ堅緻なものになっている。南壁直下では幅 6～ 14cm、 長

さ 2mの小規模の周溝が検出された。ピットは 4ヶ 確認され床面からの深さは、それぞれ Pl:30

Cm、 P2:6 cm、 P3:46cm、 P4:30cmを 測る。 Plは 南東隅にあり主柱穴の可能性がある。 P2・ P3

は配置から支柱穴とも考えられるが、深さの′点に問題がある。 P4は位置。断面形より貯蔵穴と思わ

れる。

遺物 覆土上層～床面にかけて比較的多く出土した。土師器の壺・甕などで古墳時代前期の様相

をもつ。 (第 56図)本址は遺物よりみて古墳時代前期に比定される。

呵

◎      P=
P2
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(7)第 32号住居址  (第 10図 )

遣構 H区南側 S24～ 28、 W43～ 47に位置する。 7号・41号住、土墳409を 切 り、土墳393に 切ら

れる。 7号・41号住 との切 り合い関係は、41号住→ 7住→本址の順に新 しくなる。主軸方向は、N一

6°一Eを とり平面プランは、3.lmの隅丸方形を呈し本調査で最 も小形の住居tlLである。壁は外傾 し

て立ち上がり、壁高はいずれも30cmを 測る。壁・床面ともに粘質二次堆積ローム中に掘 り込まれて

おり、床面は良好な状態で堅緻、平坦であった。尚、南側では 7号住を切うているが、この部分で

は貼 り床はされず 7号住の覆土である暗褐色土をそのまま床面としていた。ピットは20cmの 深さを

もつ Plのみを検出したが、その性格は不明である。周溝・炉址は確認されなかった。

遺物 覆土から床面にかけて比較的多く見られた。対・甕・壺などの土師器片がほとんどであっ

(第 56・ 57図)土師器は古墳時代前期の様相をもつもので、本址の時期 もそこに求める。

第33号住居址  (第 10図 )

遣構 H区 中央西側 S20～ 23、 W41～ 44に位置する。土獲412、 414、 415、 416、 436、 439、 502に

切られ、大部分が破壊されている。また東側は調査区域外にかかる為、不明な点が多い。規模は南

北で3.4mを測 り、方形プランを推定する。壁は外傾気味に立ち上が り、壁高は20cmと 浅い。床面は

砂質ローム中に掘 り込まれ、残存部分では平坦、堅緻な状態であった。ピット・周溝・炉など本tlL

に伴 う遺構は検出されなかった。今回は竪穴住居址として扱かったが、あるいは竪穴状遺構として

捉えられるものかもしれない。

遺物 遺物は非常に少ない。いずれも土師器小片であり、古墳時代前期に属するもである。遺物

より本址の時期 もそこに比定される。

(9)第 41号住居址  (第 10図 )

遣構 H区南側 S24～ 28、 W43～ 46に位置する。土墳400を 切 り、 7号・32号住に切られる。この

切 り合いは本址→ 7住→32住の順に新 しい。その大半を 7住 と32住に切られ、僅かに北西コーナー

を検出したのみである。平面形・規模は、不明瞭ながら平面プラン方形あるいは長方形が推定され、

規模は北東コーナーが32住に切られている事から東西で3.6m以 内の小形の住居址と考えられる。壁

は垂直に近 く立ち上がり、壁高は14cmを 測る。床面は粘質の二次堆積ローム中に掘 り込まれ、比較

的軟弱で起伏が激しい。西壁際には幅15cm、 深さ 8 cmの周溝が検出された。ピットは北西隅に Pl

(45× 40× 35cm)が検出され、柱痕が確認できた。位置から見て主柱穴の 1つ と考えられる。

遺物 少量の土器が出土した。周溝北寄 りよリー括土器の出土が確認された。いずれも土師器片

であり、鉢 。対と考えられる。 (第 61図)土器よりみて本址の時期は、古墳時代前期 と考えられる。
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第41号住居址
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A'

1:暗 褐色土 (ロ ーム粒 t■入 )
H:13色土 (ロ ーム粒多量混入)
Ⅲ :暗褐色土 (2-6m大 の 0-ム塊混入 )
C'C          __

大のローム塊・白色砂粒混入 )ム粒・05-5¨暗褐色土 (ロ ー .

第33号住居址

第10図  第32033041号住居址
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「 7天,171「     暗|1色胤 多量混II

I:柱痕
H:暗褐色土 (ロ ーム粒、焼土粒混入)

0     1     2m

第‖図 第34号住居址

00 第34号住居址  (第 11図 )

遺構 Ⅲ区南側N16～ 22、 W29～ 34に位置する。本址は耕作の削平によって、床面が既に失われ

ていたため平面形 。規模は不明だが、炉址から主軸方向はN-81°一Eを示すと考える。検出の際に

炉址を確認したことにより本 l」Lの存在を明らかにし、周囲に主柱穴を求めたところ Pl～ P4が認め

られた。調査区南側では広範囲にわたリピットが集中しており、本址でも主柱穴を基に想定したプ

ラン内に計16ヶ が存在した。ピットは本址に伴 う可能性 もあると考え、それぞれ P5～ P21と したo

土層観察の結果 Pl～ P4は柱痕を認めたが、その他のピットの性格は明らかに出来なかった。炉址は

直径60cmを 測 り円形を呈する地床炉で東柱穴間に位置する。

遺物 極めて少量の土師器片がピット内より出土した。遺物より古墳時代前期に属する。
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第35号住居址

A                       二

嗜褐色土 (茶褐色土粒 i昆入 )

賞褐色土 (石英閃縁岩の小礫i昆入)

1      2m

第 12図 第35039号住居址

OD 第35号住居址  (第 12図 )

遣構 Ш区南側の西寄 りN21～ 24、 W35～ 39に位置し、土墳545を 貼る。砂質ローム中に掘 り込ま

れ、南北2.6m、 東西3.6mの規模を持つ小形の住居址である。隅丸方形プランを呈し、長軸方向は

N-16°一Eを示す。壁高が12cmと 浅 く、壁の傾斜は不明確だが非常に緩やかに落ち込んでいる様子

が窺える。床面はやや軟弱だが、平坦であった。尚、本tlLに はピッ、卜・周溝・炉などの施設は検出

されず竪穴状遺構 として捉えられるものかもしれない。

遺物 非常に少ない。土師器の壺と陶器の皿がある。 (第 57図)陶 器の皿は、覆土上層からの出

土で混入品と考えられる。遺物より本址は古墳時代前期に比定される。

00 第39号住居址  (第 12図 )

遺構 Ⅲ区北端 N69～ 71、 W30～ 33に位置する。本址の大部分は区域外にかかり、僅かに南西コ

ーナーを検出したのみである。平面形・規模など不明な点が多い。壁は外傾 して立ち上がり、壁高

は15cmを 測る。床面は砂粒が大量に混入する軟質のローム質土でやや起伏がある。床面精査を行っ

たが、ピット等の施設は検出されなかった。

遺物 古墳時代中期に比定される土師高不・壺・不、須恵蓋が数 `点出土している。 (第 59図)今回

の調査及びほ場事業に伴う調査でも、同時期の遺物は古墳 2基からの出土品に見られるだけのもの

である。本址は住居址と断定するには不明瞭な部分が多く、遺物から古墳の周溝の可能性も考えら

れる。

第39号住居址
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I:暗 13色土 (粘質)     V:暗 褐色土 (ロ ーム粒混入、弱枯質土 )

H:責 色土 (砂質)      Ⅵ :責色土 (弱粘質土 )

Ⅲ :褐色土 (ロ ーム塊多量混入)Ⅵ l:褐 色土 (ロ ーム粒、石英閃様者の小礫 l■入)
iV:暗 褐色土 (弱帖質土)   Vll:褐 色土 (石英閃緑岩の小礫 )

C         C'

茶褐色土 (焼土粒少量混入)

0        50cmQ   1   2興

第13図  第36号住居址

00 第36号住居址  (第 13図 )

遺構 Ⅲ区西側中央N34～ 39、 W38～ 45に位置し、溝12を切る。一辺約5.4mの 隅丸方形を呈す
る。主軸方向は西側に出入口を想定して、N-68°一Eを示す。壁はかなり外傾して立ち上がり、壁

高は12～ 35cmを測る。床面は砂質ローム中に掘り込まれ、堅級で平坦なものであった。ピットは、

Pl～ P4の 4ヶ が確認されたが、位置、深さからいずれも主柱穴とは考え難い。炉址は中央部西寄り

に設けられ、48× 40cmの円形を呈する地床炉であり、断面形は皿形に12cm程掘り込まれる。炉の覆

土には少量の焼土粒が混入していた。

遺物 覆土上層～底面にかけて土器が出土した。土器は古墳時代の土師器で高不、甕などがある。

(第 57・ 58図)本址は遺物より古墳時代前期に属すると推定される。
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00 第37号住居址  (第 14。 15図 )

遺構 本 t」Lは 東西に延びる尾根状台地の北東端にあり、調査地内ではⅢ区北側N45～ 55、 W23～ 31

に位置する。本址は向畑 6号古墳が造られたためにその墳丘下にあり、土墳297に 切られ、土墳290、

295、 298、 299、 304に 貼られている。この一帯は調査開始以前より墳丘と思われる顕著な高まりが

あり、古墳の存在が予想されていたところである。耕作土を除去したところ二次堆積ローム中に 9×

7m程の暗褐色土とローム塊の混入する明～暗褐色土の落ち込みを確認した。古墳主体部と他遺構

との切 り合いを想定しながら掘 り進めたところ、古墳の墳丘と主体部は既に削平されており、 6基

の土墳と 1軒の竪穴住居址が切 り合った状態で検出された。本址は南北8.6m、 東西7.Omの隅丸方

形を呈し、本遺跡の中では大形住居址の部類に入るものである。南側に入口を想定すると主軸方向

はN-22°一Eを示す。覆土は褐色土、暗褐色土の順で堆積 している。西壁は垂直に立ち上がり、20

cmの壁高があるが、東側は残存状態が悪 く床面まで耕作が及んでいる。床面は地山のロームを固く

叩き締めたもので、平坦・堅緻である。床面精査により古い住居址の壁の痕跡ではないかと思われ

る高さ 4 cmの段 とともに 2本の周溝 。9基のピット・ 5基の炉址が検出され、数回拡張された住居

址の状態を示していた。また内側の周溝と北東隅には貼り床がなされていた。外側の第 2周溝は削

平された東壁を除いて壁直下に確認され、おそらく全周していたものであろう。主柱穴は Pl～ P5と

P7の 6本 と考えられるが、他に適当なピットもないので新旧通 じてこの柱穴を使用したものと判断

する。第 2周溝の内側に巡る第 1周溝は厚さ 4 cmあ まりの貼 り床の下より検出された。この周溝は

旧の住居に伴 うものであり、第 2周溝と同様に全周するものと考えられるが、第 2周溝がやや外に

脹らむのに対して、真っす ぐに巡っている。

炉址は炉 1～炉5が検出されたがそのうち炉 1,2は埋甕炉であり、炉1は北側柱間にあって、直径50

cm、 深さ30cmを測る円形の掘 り方の中に壺の胴部上半を逆位に埋設している。土器はかなり被熟し

ており縁は床面より3 cm程高 くなっていた。また炉体土器の周囲には数枚の土器破片が炉の補強と

して円形に貼 り付けられていた。炉2は炉 1に切られて直径40cm、 深さ15cmの浅い窪みの中に壺の胴部

上半を逆位に埋設している。土器は僅かに被熟しており縁は床面より2 cmほ ど高 くなっている。炉 3

～炉5は地床炉である。炉3は炉2の南隣に位置し、径45cmの規模で15cm程掘 り込まれている。床面の

ローム層は被熟している。炉4は 南側柱穴間に位置する。炉5は 中央南寄 りに位置し直径20cm、 深さ13

cmと 小規模なものである。これら5つの炉址は長軸線上に存在する。これらの新旧の時間差につい

ては土器の形式分類では確定できない程の期間であるが、炉 1では周囲に土器片が散乱していたので

一番新 しいのではないかと推定している。炉2は炉 1に切られているが同時に使用されていた可能性

もあり、新旧差は付け難い。炉3～炉5についても新旧差は不明である。

遺物 覆土中から床面にかけて多量に出土した。土器・土製品があり土器は床面からの出土が多く

完形に近いものだけで甕 2、 台付き甕 1、 増 2の他、 S字口縁の甕、高不、土製品としては鏡の模

造品 1′点等があり、古墳時代前期に比定される良好な資料である。 (第 57・ 58・ 67図 )
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H:暗 ll色土 (ロ ーム粒、 7m大 のローム塊、炭化物少量混入)
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I:灰 褐色土 (灰 多量混入 )
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第 i4図 第37号住居址
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褐色土 (白 色砂粒多量i昆入 )

第 16図 第38号住居址

0, 第38号住居址  (第 16図 )

遺構 Ⅲ区北端N63～ 69、 W27～ 33に位置する。この一帯は耕作による削平が最 も激しいところ

で本址の東側は床面下まで破壊されていた。このためプランは明らかにならなかったが長軸方向に

N-12°一Eを とる 1辺 5。 9mの方形を推定する。壁は砂礫を含むローム中に 6 cm程の深さで掘 り込

まれている。覆土は白色砂粒が多量に混入する褐色土で、 5～ 20cm大 の角礫が30個あまり確認され

た。床面は非常に軟弱で、南に向かって緩やかに傾斜している。尚、本址に伴うピット・炉などの

施設は検出されなかった。

遺物 遺物は非常に少ない。床面南西隅より、土師器の高不、甕が出土した。土師器は古墳時代

前期に比定されるもので、本址の時期 もそこに求めたい。 (第 59図 )

Ａ
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00 第40号住居址  (第 17・ 18図 )

遣構 本址はⅢ区中央東側 N20～ 29、 W17～ 24に位置する。土墳794を 切 り中央部を第42号住居
址、南西側を向畑 7号古墳周溝に切られる。表土除去作業の段階で焼上を伴う暗褐色土の落ち込み

を確認した。規模は切 り合いのため不明確の部分 もあるが一辺が7.5mの隅丸方形を呈し、本遺跡の

中では大形住居址に属するもので、 2時期にわたって使用されたものである。壁は垂直に近い角度

で立ち上がり、壁高は30cmを測る。住居址内には30本 を越す炭化材が放射状に遺存しており焼失住

居の跡を示していた。炭化材の最大幅は約12cmで、長さは直線上のものを同一個体 としてみると最

大180cmに 及ぶ。東北側には170× 140cmの範囲に 4 cmの厚さで炭化物が散乱し、北側に沿って 3箇所

に厚さ10cmあ まり焼土があった。床面は砂質の黄色土でやや軟弱だが平坦な貼 り床である。貼 り床

は厚さ10cm余 りで上面の黄色土の下はローム粒 。ローム塊の混入する暗褐色土が堆積 していた。東

側の P2脇には120× 80cmの炭化物が充満していた貯蔵穴と思われる穴がある。ピットは新旧15本が

検出された。このうちPl:円形 (80× 70× 70cm)P2:不整円形 (72× 52× 78cm)P3:円 形 (66×

54× 60cm)P4:円形 (84× 74× 92cm)は その位置。規模及びピット内の断面に炭化物が観察された

ことなどから新住居址に伴う柱穴と考えられる。遺物は壁近 くに沿って配置されていた。旧床面は

新床面より10cm余 り下にあり砂質ロームで堅緻だが僅かに起伏がみられる。住居址の大きさは上面

の住居址とほぼ同一であり、柱穴もP2、 P4は共通で Plに切られたP5:円 形 (60× ?× 75cm)P6:

円形 (60× 60× 41cm)の 4本が考えられる。

これらのことから下部の旧住居址とほぼ同一箇所に建て直して貼 り床をした住居址であり、柱穴

も殆ど同一箇所に掘られたものと判断したい。旧住居址から遺物の出土はない。

遺物 覆土中より土器・土製品が出土した他、上記のように新住居址から半完形以上の壺が 4点

出土している。特に Pl脇には完形の壺があり、この壺は頸部以下に籠目がついており、籠で保護さ

れていたものとおもわれる。 (第 60・ 61図)覆土出土のものは小破片で器形の一部分 しかわからない

ものが多い。これら出土土器から本址は古墳時代前期と比定できよう。ただ下部の旧住居址につい

ては直接時期決定となる資料はないが、第37号住居址の例 もあり、新住居址との時間差は少ないも

のと思われる。
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Ⅲ                 町

第 17図 第40号住居址

I:暗 13色土 (炭化物、焼土粒、石英閃緑
岩の小粒、05～ 3●●のローム塊混入、
粘質 )

H:暗褐色土 〈炭化物、焼土粒混入)
III:13色 土 (炭化物、自色砂粒、ローム塊

混入、粘質土 )

Ⅳ :嗜褐色土 (炭化物、焼上、自色砂粒混
入、粘質 )

V:暗 褐色土 (白 色砂粒混入、粘質 )
Ⅵ :賛色土 〈砂質、貼床 )

Ⅶ :暗褐色土 (ロ ーム粒、自色砂粒混入 )

VIl:暗 40色土 (o5m大 の砂質ローム塊混

D'    入、帖質)
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I:暗 13色土 (炭化物、焼土粒、石英閃縁岩の小礫、05-3mの ローム塊混入、帖質)
H:暗褐色土 (炭化物、焼土粒混入 )
Ⅲ :褐色土 (炭化物、自色砂粒、ローム塊混入、粘質土 )

0 2m

第 19図 第42号住居址

0つ 第42号住居址  (第 19図 )

遺構 Ⅲ区中央東N21～ 27、 W21～ 24に位置する。40号住居址を切 り、西側 1/2を 向畑 7号墳周溝

に切られる。本址は40号住居址の覆土中に掘 り込まれており、検出時に見落としてしまった。40住

の掘 り下げを開始した後、炭化物が見られない部分を確認し再検出を行なった結果、その存在が明

らかになった。規模は南北で5.4mを測り、隅丸方形のプランが推定される。壁は外傾気味に立ち上

がり、壁高は30～ 40cmを 測る。床面は石英閃緑岩混入のローム層まで掘 り込まれ、堅緻で平坦なも

のとなっており、40住のものより僅かに深い。ピットは Pl～ P4が検出され、このうち Pl、 P2は位

置・深さから4本柱の主柱穴の 2つ と考えられる。

遺物 土師器小片が、少ないが出土している。遺物より、古墳時代前期の住居址と考えられる。
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第20図 第43046号住居址
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00 第43号住居址  (第 20図 )

遺構 Ⅲ区東側N30～ 35、 Wll～ 15に位置し、向畑 7号古墳墳丘下にある。耕作による削平の為、

既に床面は破壊されており、周溝の一部とピットを検出したのみである。規模は南北で5。 4mを推定

するが、不明瞭である。周溝は西側のみが、僅かに残っており幅30cmを測る。ピットは4ヶ検出さ

れており、Pl(40× 40× 60cm)・ P2(25× 25× 30cm)は位置、深さから主柱穴と考えられる。P3(80×

60× 70cm)は二段に掘られたもので、貯蔵穴の可能性がある。

遺物 少量の土師器と石製品 1点が出土している。土師器はほとんどがP3出土の一括土器で、器

台、対等 (第61図)がある。石製品は完形の管玉 (第 74図)が確認されている。本址は遺物より古

墳時代前期に比定される。

09 第46号住居址  (第 20図 )

遺構 Ⅵ区北側 S42～ 46、 W43～ 46に位置する。土墳930を 切り、土墳899、 927、 928に 切られる。

南北3.4m、 東西3.2mの隅丸方形プランを呈する、小形の住居址である。長軸方向はN-5° 一Eを

示す。壁は外傾気味に立ち上がり、検出面からの壁高は 5～ 10cmと 非常に浅い。床は、二次堆積ロ

ーム中に掘り込まれ、堅緻で緩やかな起伏を持つ。ピットは4ヶ確認された。南東隅のPl(38× 36×

20cm)、 P2(32× 30× 20cm)は 位置、深さから主柱穴の可能性がある。西壁際のP4(87× 76× 24cm)

は楕円形を呈する貯蔵穴である。尚、炉址は検出されなかった。

遺物 少量の土師器がある。土師器は貯蔵穴内から、壺、堆、鉢が出土している。 (第 62図)土

師器は古墳時代前期の様相をもつもので、本址の時期もそこに求める。

20 第45号住居址  (第 21図 )

遺構 Ⅵ区西端 S48～ 53、 W32～ 39に位置する。土墳930を 貼り、土疲899、 927、 928に 切られる。

南北6.2m、 東西6.4mの隅丸方形プランを呈し、炉址の位置からみて南側に出入口を想定でき、主

軸方向はN-14°一Wを示す。壁は、ほぼ垂直に近く立ち上がり、壁高は10～ 20cmを測る。床面は二

次堆積ローム中に掘り込まれ、平坦で堅緻なものになっている。床面精査の際に、周溝・ピット・

炉址が確認された。周溝は深さ10～ 20cm程で、壁際を全周する。ピットは14ヶ検出された。Pl～ P4

は、いずれも50cm前後の深さで、方形に配列されており、主柱穴と考える。南壁直下東側にあるP5

は二段に掘り込まれており、貯蔵穴と考えられる。炉址は北側柱穴間に設けられ、直径45cmの 円形

を呈する埋甕炉であり、その掘り方の中に壺の胴部上半を正位に埋設している。底面の砂質黄色土

は被熱層として残る。埋甕炉の周囲は浅く窪み、床面から6 cm程掘り下げられている。

遺物 土師器と石器が出土している。土師器は古墳時代前期の様相をもつもので、床面北東部に

集中して高不 。甕 。手づくねなどが出土している。 (第 62図)石 器は砥石が 3点確認されている。

(第 74図)遺物よりみて本址は古墳時代前期に比定される。
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I:嗜褐色上 (03-3 cm大 の寅色土塊微量i昆入
H:黒 褐色土 (炭化物微量混入 )
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111:黒 色土 (焼土微量混入 )

Ⅳ :黒色土
V:黒 褐色土 (焼土徴量混入 )
Ⅵ :褐 色土 (暗 43色土塊混入 )

耕作土

05～ 5m大の黒褐色土徴量混入)

D'

0   1   2m

第21図  第45号住居址

I:暗 43色土
H:焼土
Ⅲ :暗褐色土 (ロ ーム粒混入)
Ⅳ :鳳 13色土

Vi暗 43色土 (焼土粒・灰多量混入 )
VI:暗 13色土 (炭化物粒多fl混入 )

0        50cm
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表 2

住 居 址 一 覧 表

居

　

α

住

　

Ｎ

図 Nα 主 軸 平 面 形 (cln) 炉位置

炉 形態・規模

(cln)

出 土 遺 物 備 考

隅 九 長 方 形

500× (330以上 )

土師器高ネ,鉢,甕

直口壺,手づ くね

7, 8住 を切る。土壌55,56,124,125に 切られる。

土墳55床面下に貯蔵穴あり

7 N -90° 一 E
方 形

860× 820

柱穴間

地床炉・情円形

45× 36

土師器高不,鉢,甕

瓢壺,壺

8,41住 ,土墳382.388を切る。 6,32住 ,土墳56,60,

124,125,389,390,391,392.393,394,468に 切られる。

(N - 0・ )
隅 九 方 形

570× (200以上 )

土師器鉢.甕.壺

台付甕

6, 7住 に切られる。

上壌55,57.59,120,123に切られる。

(N-104・ ―E)
方 形

410× (280以上 )

土墳78を 貼る。土墳77に切 られる。

8 (N-101° 一E)
不 整 方 形

(400)× ?

土疲94,95,97に 切 られる

9 (N-10° 一 E)
隅 九 長 方 形

480× 350

土師器高ネ,甕

(N-6・ ― E)
隅 丸 方

310× 310

形

土師器増,壺,甕
7,41住 を切る。土墳409を切る

土疲393に 切られる

(N-6・ ― E)
方 形

340× (260以上 )

土壌412.414,415,416,436,439,502に 切られる

(N-8r― W) 柱穴間

地床炉 。円形

30× 34

床面まで削平され、ビット・炉跡のみ残る

(N-16・ ― E)
隅 九 長 方 形

350× 260

土師器壺,丸皿 土壌545を 貼る

IN-68° 一E
隅 九 方 形

540× 530

中 央
地床炉 。円形

48× 40

土師器高ネ,甕

台付甕,壺
溝 12を 切る

N-22・ ― E
隅 九 長 方 形

860× (700以上 )

柱 穴間

埋甕炉 2

地床炉 2

土師器高ネ,甕

台付甕,壺

土壌590に 切 られる。土壌584.588,589,590,591,509,

596に 切 られる。 6号墳丘下に存在。東側削平

(N-12・ ― E)
方 形

590× (430以上 )

土師器高ネ

(N-160° 一E)
須恵器蓋

土師器高不,ネ,壺
古墳時代中期

(N-46° 一 E)
隅 九 方 形

750× (680以上 )

土師器甕,台 付甕
土壌817を 切 る。42住 に切 られる

(N-168° 一E) 土師器鉢.Ill 土墳400を 切 る。 7,32住 に切 られる

(N-175° 一E)
隅 丸 方 形

540× (350以上)

40住 を切る 7号墳周溝に切られる

土壌549に 切られる

(N-146° 一E)
隅 丸 方 形

(520以上 )× ?

土師器器台,対

直口壺,壺
床面まで削平 され、ピット・周溝の一部のみ残る

N-14・ ―W
隅 丸 方 形

640× 620

柱穴間 埋甕炉

土師器高不,甕

台付甕,手づ くね
P586を 切る 土墳920,926に 切られる

(N-5°一 E)
隅 九 方 形

340× 320

土師器直口壺,対

鉢,壺

土壌930を 貼る

土墳899,927.928に 切られる
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2 古墳

今回の調査では 2基の古墳が発見された。これらは従来より知られている向畑古墳群と一連のも

ので、向畑 6・ 7号古墳と命名した。

(1)向畑 6号古墳  (第 22図 )

Ⅲ区北側に位置し、地形上では西から東へ延びる丘陵の緩らかな北斜面にあたる。調査開始以前

より墳丘と思われる顕著な地形の高まりがあり、本古墳の存在は予想されていた。重機による耕作

土除去作業の後に1真重に検出を行なった結果、墳丘部が開墾・耕作によって地山迄破壊されている

円墳と判明した。推定される規模は南北16m、 東西14mでぁる。構築は整地後に周溝を掘 り下げ、

墳丘をマウンド状に盛土したものと考える。今回の調査では削り出された墳丘の地山、及び周溝の

基底部 と思われる褐色土の窪みを検出するに留まった。

遺物は検出時に少量の土器が確認された。土器は古墳時代前期 と中期の土師器だが、前期のもの

は混入品である。遺物より本古墳は古墳時代中期に比定される。 (第 63図 )

(2)向畑 7号古墳  (第 23図 )

Ш区東側に位置する。丘陵上の台地の北はずれにあたり、 6号古墳の南東に隣接する直径22mの

円墳である。調査開始以前には墳丘と思われる顕著な高まりはなく、本古墳の存在は予想されてい

なかったが、Ⅲ区検出時に弧状に巡る周溝を確認し、古墳の存在が明らかになった。本古墳の墳丘

は地山の二次堆積ロームまで完全に破壊され、周溝部分の他に本古墳を推測させるものはない。周

溝は 3ヶ所で途切れている。南側周溝は平坦な台地上を掘 り込み、およそ半周を巡る。検出面での

最大幅は480cm、 最深部は52cmを測 り、断面形はU字形を呈する。覆土は砂質の褐色土～暗褐色土が

堆積 しており、下層～底面には拳～人頭大の礫が僅かに見られた。これらが墳丘の葺石 として利用

されていたものか否かは明らかではない。底面は砂質の二次堆積ロームであった。周溝の両端は台

地のはずれにあたり、ここから自然地形は北側に傾斜をまして下方に向っており、北側、東側の周

溝部分では急激な傾斜となっている。北側周溝は、最大幅640cm、 最深部90cmを測る。壁は急斜面を

掘り込んでいる為、内側ではやや急に立ち上がるが外側では確認されなかった。東側周溝は東半が

調査対象地外となるが北側周溝と類似すると考える。

遺物は周溝内、検出面から土師器・須恵器・石庖丁等が確認された。土師器では、南側周溝の東

端から供献用土器10個体 (第 63図 131～ 140)が まとまった状態で押し潰され出土している。須恵器

は魅 。壺が周溝から確認された。石庖丁 (第 72図42)は 弥生時代のもので混入品と考えられる。遺

物より本古墳は古墳時代中期に比定されるものである。
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3 土墳  (第 26～ 47図 )

今回の調査では多数の穴が検出された。このなかで竪穴住居址に伴わない穴で直径50cmを越すも

のを土墳とし、それ未満をピットとして扱った。その数は発見された各種遺構の中ではとりわけ多

く、本遺跡を代表する遺構と云えよう。

①分布 今回の調査で土墳は366基が確認された。地区別にはI区63基、H区 118基、Ⅲ区91基、Ⅳ

区18基、V区 3基、Ⅵ区46基で、土疲の分布は平坦な I・ H区に集中し、Ⅲ区は南側に拡がってい

る。位置的には I・ Ⅱ区が中央にあり、北側にⅢ区、南側にⅣ～Ⅵ区があるので、ほ場整備事業に

伴う発掘調査結果を含めても中央が中心部となった状況になる。 (図 5参照)IV区の土墳について

は他の土疲とやや趣が異なり、平面形 。断面形・遺物の有無等から、あるいは樹木の根痕または耕

作による伐根の痕かも知れない。

②規模 長径は最大447cm、 最小50cmと かなりの差がある。平均は122cmである。(表 4参照)

③平面形態 おおむね円形、方形、楕円形、長方形の 4つに分けられるが、それぞれにやや不整形

のものがある。円形。楕円形を呈するものはH区北端、Ⅵ区に集中している。V区は円形が100%だ

が全体数が 3基 しかないので、総体的には僅かでしかない。(表 4参照 )

これらの表から云えることは、100cm未満のものには円形をしたものが多く、大形のものは方形あ

るいは長方形のものが多い。地区別では I・ H区は各種の平面形をしたものがあり変化に富むが、

Ⅳ～Ⅵ区では円形が多く、方形は少ない。特に台形のものはⅡ区に多い。

④断面形

A方形 。長方形を呈するもの

底面が方形で壁が垂直に近い角度 (斜度が85° ～90° )で立ち上がるもの。

B台形を呈するもの

底面が平坦で壁の斜度が85°以内で外傾して立ち上がるもの。浅いものはA類 と近似性を持つ。

C半円形を呈するもの

底面が徐々に浅くなり、ゆるやかに立ち上がっていくもので、底面と壁面との区別がつきにく

いもの。

Dフ ラスコ状を呈するもの

検出面より下に最大径を持つもの。袋状をしたもの。

E二段底のもの

底面が二段になっているもの。

Fそ の他

上記A～ Eに 当てはまらないもの、底面の凹凸の激しいもの、三角形を呈するもの等。またA

～Fの他にそれらの中間型があるが、そのような土墳に複数の分類を与えることは避けた。

⑤覆土 次の3つに分けた。
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a自然堆積を示すもの。各土層が土墳の形状に合わせて層的に重なり合って堆積しているもの。

b一時的または短期的にかなりまとまった埋没状況を示すもの。かなり深い土墳でも単層である

か、ないしは不規則な土層が観察されるもので、ローム粒 。ローム塊が混入している例が多い。

このような覆土はかなり特殊な状況下で形成されたものである。人為的な埋め込みが考えられる。

C土層の区分が不明瞭で漸移的に土色・土質が変化するもの。数は非常に少ない。中には土墳の

壁と覆土の識別さえ困難なものもある。

⑥特徴的な土墳

土墳480 11区北部に位置する。縄文時代の土墳の集中地域は二箇所あるが、ここも集中地域の一

つにあたる。規模は153× 131cmを 測 り楕円形を呈する。覆土は暗褐色土である。覆土より壁から床

面にかけて被熱した13個の15～ 40cm大 の角礫が壁直下に北壁を除き整然と『コ』の字形に並べられ

ている。底面は堅緻な二次堆積ロームである。以上の状況から石棺墓の可能性も考えられる。遺物

は叩き石 1′点が出土しているが、これも被熱している。遺物および覆土から見て縄文時代に属する

ものと思われる。同類としては土墳 193、 196、 310、 480、 481、 488等がある。

土墳930 VI区の北西に位置する。規模は113× 106cmの 円形プランを呈し、黄色土中に60cm程掘 り

込まれ、覆土は褐色土であった。断面はフラスコ状を呈するものでD類に属する。遺物は縄文土器

の小片のみである。類似するものには本土墳に切られる931がある。

V～Ⅵ区とほ場調査地区のⅨ区にかけては縄文時代の土墳が集中している。土墳866か らは縄文時

代中期の一括土器が出土している。

土漿553 111区中央に位置し向畑 7号古墳の周溝に切られる。規模は63× 56cmの 円形プランを呈

し、その中に土師器壺が正位で埋設されていた。当初竪穴住居址の炉址とも考えたが、覆土に焼土・

炭化物が混入せず、周囲に主柱穴と考えられるピットも検出されなかったため土墳の一種 とした。

壁はやや外傾 して立ち上がり、底面は中央でやや窪んでいる。埋設土器から古墳時代前期に属する

と思われる。

土墳505 11区北側に位置する。土墳405・ 406・ 407・ 419。 421・ 424と 切 り合い、黄色砂質土中に

掘 られている。南北340cm東西260cmの 長方形のプランを呈している。長軸方向はN-5°一Eを示

す。壁はほぼ垂直に立ち上がり34cmの高さをもつ。覆土はローム粒を多量に混入する暗褐色土であ

る。底面は平坦で堅緻なものである。本遺構に伴 う遺物はなかったが覆土の状況から中世の墓墳と

考えられる。本遺構 と同様の性格を持つものには土墳396,397等数多くあり、検出した土墳の大多

数を占める。

土墳385 11区西南端に位置する。31号住居址の中にあり、土墳383,504を 切っている。長軸方向

はN-70°一Eで東西157cm、 南北135cmの 方形のプランを示す。壁は67° で緩やかに立ち上がり底面は

平坦で底に密着して成平元宝 1枚がふたつに割れて検出された。東側には長さ50cmの長めの石が 2

個床面より20cm上 がってあった。覆土は白色砂粒 とローム粒の混入した暗褐色土で風化 した石英閃
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緑岩が入っていた。遺物 (宋銭)か ら見て中世の土疲と考えられる。

⑦出土遺物と時期

多数の土墳からは土器・石器・銭等の遺物が出土した。土器は殆どが小破片である。他の遺構か

ら混入したと思われるものも多い。土器には縄文時代の早期 。前期 。中期、古墳時代前期 。中期の

ものが見られる。石器は石鏃・石錐・石匙 。打製石斧・凹石・敲石・磨石・磨製石鏃等が出土して

いる。中近世の遺物は陶磁器・宋銭等僅少である。しかしこれらの出土遺物と攪乱された覆土の状

況等から各土墳の所産時期を推定する手掛りとした。

③墓道について

中世以降の土墳は比較的規模が大きく、方形 。長方形を呈し次の 3箇所に集中が見られる。その

集中区域にははっきりと土墳と空地と識別出来るものがあり、これは墓道として使用されたもので

はないかと判断している。

a I区南半

南側に集中している。その中には土疲の検出のない空間が幅 lm弱、長さ10mぁ まりで南北に連

なっている。空地の両側にはほぼ軸を揃えて土墳が並んでいる。南側は土墳52を境にして検出され

ず、北側は分布が激少し小ピット群が形成される。東側では規模が小さくなり数が減る。西側では

Ⅱ区の集中区域に隣接する。この空地は形状から墓道と判断したい。しかし石敷き
。踏み固め等は

なく他の覆土と同じ状態である。

b H区 中央

aと 同様に幅 lm弱、長さ15mぁ まりの空間があって、その両側に軸を揃えて土墳が並んでいる。

北側は中世のものはなく縄文時代の土疲集中区域になり、その北側は小ピット群になる。南側はⅥ

区南の縄文時代の土墳集中区域に到るまで15mぁ まりの間土墳の分布はない。

C Ⅲ区中央

向畑 6号古墳の南側にあたる。NSO軸 を境に上記の a, bの分布はあるが Cは N S30以北であ

り分布状況が異なっている。ここでは墓道にあたるものはない。
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I:嗜 13色土

H:責 色土 (砂質 )

土堀 587

1:暗 褐色土 (05-3m大 の 0-ム土塊混入)

H:暗 40色土 (ロ ーム塊多量混入)

土墳577

暗褐色土

土墳558 土墳579
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土堀556
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明褐色土
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暗16色土

1:暗 10色土 (0-ム 塊 i民 入)

H:暗 16色土
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I:暗 16色土 (ロ ーム塊混入 )

H:暗褐色土
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l:燒土

H:褐色土 (砂貿)

土墳561
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I:褐 色土 (砂質、

H:賞褐色土 (砂質
Ⅲ :48色土 (砂質、

ローム粒,昆入)

、安栂色土粒多量混入)

1-3m大のローム塊混入)
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茶褐色土 (ロ ーム粒混入)

土塘 593

暗褐色土 (砂質 )
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I:黒褐色土
H:褐 色土 (ロ ーム粒・05-3 cm大のローム塊混入)

土墳 531 土塘565    
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I:褐 色土 (白 色砂粒混入)
H:褐 色土
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I:暗褐色土

H:褐 色土 (砂質 )
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I:責褐色土

H:暗褐色土 (礫混入)

土墳59i   sl

暗褐色土 (05～ 2∞大の0-ム 塊 炭化物混入)
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褐色土 (10m大 のローム塊・炭化物少量混入)

土塘503

■

I:暗褐色土 (ロ ーム粒・炭化物少量混入)

H:暗褐色土 (05～ 1 5cm大 のローム塊・炭化物少量混入)

土墳594

暗褐色土 (05-3m大 のローム塊・ローム粒混入 )
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18色土 (ロ ーム粒混入)
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I:褐 色土 (黒 IS色土塊混入 )

■ :褐色土 (責色土粒混入)
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褐色土 (ロ ーム粒混入 )
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暗13色土 (ロ ーム粒混入)
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土塘 9ol
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72040m

暗褐色土 (ロ ーム粒混入)

H:暗褐色土 (焼土粒 炭化物・石英閃緑岩の小礫 0.3～輸 大のローム塊r2入 )
Ⅲ :褐 色土 (賞色土粒混入 )
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I:賞 色土

H:暗 13色土 (ロ ーム粒混入)
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黒13色土 (ロ ーム塊多量lE入 )
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暗43色土 (炭化物少量・ローム塊多量・礫混入)
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l:褐色土 (焼土粒多量混入)
:::嗜 褐色土 (炭化物・焼土混入)

土墳830

ヽ

1:暗 掲色土
H:費 色土 (炭化物・10色土塊混入 )

土墳822
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土塘917
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暗褐色土 (ロ ーム粒・石英閃緑岩の小礫混入)

土墳924

S60+0.4

I:黒褐色土 (05m大の礫・ ●―ム粒・05-1● D大のローム塊混入)
H:黒褐色土 (ロ ーム粒・05-2● ll大のローム塊多量混入)
Ⅲ :褐 色土 (ロ ーム粒混入)

土墳 819

ぃ 
土墳031

暗褐色土 (石英閃緑岩の小礫混入)

暗褐色土 (ロ ーム粒 ・石英閃縁岩の小礫 i昆入)
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1:暗 褐色土 (炭化物 。ローム塊・白色砂粒少量混入 )
H:暗褐色土 (炭化物・白色砂粒少量混入)
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I:暗褐色土 (炭化物・礫少量・10m大のローム塊混入 )
H:13色土 (礫・ 5-7∞ 大のローム塊多量混入 )
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暗褐色土 (ロ ーム粒混入)

I:暗褐色土 (05-4¨ 大のローム塊混入)
H:暗 褐色土 (05～ 4 cm大 のローム塊混入 )
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土堀554 土墳555

ゴ

I:暗褐色土 (炭化物少量混入 )
H:黒 10色土 (1-2輌 大の0-ム塊混入 )

土墳 562

土墳 552日
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土塘 563

I:暗 13色土 (ロ ーム塊・炭化物少量混入 )
H:暗 褐色土 (1-20cm大 のローム塊混入)

い
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嗜褐色土 (ロ ーム粒混入 )
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土墳 59
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土墳 55

土墳 57

I:褐 色土 (10～ 20m大のローム塊混入、砂質)

H:褐 色土 (10～ 2 0cm大 のローム塊多量混入、砂質)

〓

８
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掲色上 (ロ ーム塊混入)

褐色土 (ロ ーム粒・05-10m大 の0-ム塊混入 )

72140m

I:褐 色土 (石英閃緑岩の小礫混入)

Hi嗜褐色土 (ロ ーム塊混入)
Ⅲ :暗 10色土 (ロ ーム塊・石英閃緑岩の礫多量混入)
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褐色土 (o3～ 2 11cm大 の ローム塊多量混入):褐色土 (ロ ーム粒混入 )

:掲色土 (ロ ーム粒多量混入 )
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I:褐 色土 (0-ム 塊混入)
H:暗 褐色土 (石英閃緑岩の小礫混入 )
Ⅲ :褐色土 (ロ ーム塊多量 i昆入)
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嗜43色土 (ロ ーム塊多fl混入)
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暗16色上 (ロ ーム粒多量混入)
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13色土 (ロ ーム粒・05-l gn大のローム塊混入)
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I:褐 色土 (ロ ーム粒微量混入)
H:18色土 (ロ ーム粒、0 5cm大 のローム塊 i昆入 )
Ⅲ :掲 色土 (ロ ーム粒、0 5cm大 のローム塊多量混入)
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I:暗 褐色土 (石英閃縁岩の小礫混入)
H:褐 色土 (ロ ーム塊多量混入)
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I:褐 色土 (ロ ーム粒 i昆 入)
H:褐 色土 (ロ ーム粒・ローム塊多fL混 入)

暗 褐色土 (03-20m大 の石英閃緑岩の小礫混入)
黒褐色土 (05-3 0cm大 の石英閃緑岩の小礫多量混入、
帖質 )

t frtzl

土墳 95

I:褐 色土 (ロ ーム粒・0 5cm大 のローム塊混入 )
H:褐 色土 (ロ ーム粒・05-3 0on大 のローム塊多
量混入)

土墳 122
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―ム塊混入 )瞳・05m大 の01:暗 |1色土 (ロ ームI       _ム
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lI:13色 土  (ロ ーム粒混入)
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I:暗茶褐色土 (01-15m大 の石英閃緑岩少量混入)
H:淡茶褐色土 (02-25m大 の石英閃緑岩多fl混入)
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暗褐色土 (ロ ーム粒少量・05～ 5● ll大のローム塊混入)
I:嗜褐色土 (ロ ーム塊多量混入、砂質)
H:黒褐色土 (ロ ーム塊混入)
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費色砂質土プロッタ

1:18色 土  (ローム粒少量混入 )

H:暗 48色土 (1-3∞ 大のローム塊・ 1-4m大 の

黒褐色土塊 )
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ゴ

嗜掲色土 (05-2国 大のローム塊混入 )
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賞色砂質土プロッタ

(ロ ーム粒少量混入)

(05-lm大 のローム塊多量混入)

(1-3 an大 のローム塊・ 1-4 cm大 の鳳色土塊混入)

7a ЮOm

I:暗褐色土 (石英閃餞岩の小礫混入)

H:暗 褐色土 (石英閃爆岩の小礫多量混入 )
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I:掲 色土

H:暗褐色土
III:暗 13色土
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土墳 401

暗褐色土 (賞色土塊混入)

土墳438

S18

2m

暗褐色土 (ロ ーム粒・石英閃縁岩の小礫混入)

暗褐色土 (05～ 15m大のローム塊多量混入)
暗褐色土 (ロ ーム粒少量混入 )
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暗褐色土 (05-3m大 のローム塊多量混入)
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― _工 _コ ニ _― コ =_L___=___r40m

I:暗褐色土 (ロ ーム粒混入 )
H:明 la色土 (ロ ーム粒少量混入)
Ⅲ :暗 13色土 (ロ ーム粒多量混入 )
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石英閃縁岩風化土塊

暗褐色土 (白 色砂粒・ローム粒混入・石英閃隷岩の小礫混入黄色土 )

暗褐色上 (ロ ーム粒・05-3m大 の上塊・自色砂粒混入)

石英閃織岩風化土塊

明褐色土 (ロ ーム粒少 fl・ 05-2¨ 大のローム塊白色砂粒少最・小礫混入)
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暗褐色土 (1-2m大 のローム塊・ローム粒混入)

土墳436

（く
嘔
唱
熟
響
く
‐
。
Ｓ
Ｋ
８

Ｎ
‐
い
ｅ

＝
Ｊ
颯
曽

　

』
］
［
［
［
［
［
［
［
］
日
日
日
日
］
日
レ
ｒ
ｉ
ｆ

|

黄色土プロ

I:暗 16色土
H:暗 褐色土
Ⅲ :暗褐色土

(ロ ーム粒少量混入 )

(ロ ーム塊多量混入)

(ロ ーム粒多fl混 入 )

1

暗褐色土 (o5～ 2m大のローム塊多ll混 入 )
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第42図 土堀 OD

1糧

―- 64 -―



土堀404

|lil:11::サ
[::三:I:[ll朧

ム塊少fl混入)

V:黒 褐色土 (白 色砂粒 ローム粒多ft混入)

土墳427

式        i

三
認

土堀408

土墳422

,、 土塘424

（К
嘔
「
く
ｌ
ｏ
）
「
Ｊ
攣
雷

―

卜

＝

――

＝

＝

＝

ソ

ー

一

褐色土 (3-4 cm大 のローム塊・ 3～ 4 cm大 の暗掲色土塊混入)

土堀418

81

暗褐色土 (05-10cln大 のローム塊少量混入 )

土堀470

土墳503

1:暗褐色土 (0 5cm大 の ,―ム塊少fl混入 )
H:責 le色土 (15-6 an大 の暗褐色土塊少量混入 )

嘲 色ブい ″

(1-2 cm大 のローム塊少量混入)
(1-2 cm大 の嗜褐色土塊混入)

I:暗褐色土 (05～ 5 cm大 のローム塊混入)
H:黒 色土

I:暗 褐色土
H:賞 褐色土
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茶褐色土 (1～ 3m大のローム塊。ローム粒多fl・ 炭化物少fl混入)
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褐色土 (砂質、炭化物混入 )
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l:暗褐色土 (05-7 cm大 のローム塊 i昆入)

H:茶褐色土 (ロ ーム粒・ローム塊・炭化物少量混入)

I:褐 色土 (砂質、ローム粒多量混入 )
H:褐 色土 (砂質、05～ 5m大のローム塊混入 )

lョ

⑮私9

｀
=｀ こ

硬
ミ

=Dォ

メ

980m

暗褐色土 (ロ ーム粒・炭化物少量混入 )
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暗褐色土 (ロ ーム粒少量・ 3m大のローム塊徹量混入)
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嗜褐色土 (05m大のローム塊多量 。ローム粒少fl混入 )
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H:暗褐色土 (ロ ーム粒・ 1-4¨ 大の0-ム塊 多量混入)
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黒褐色土 (砂質礫・05-3● D大のローム塊少量混入 )
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暗13色土 (1-3 cm大 のローム塊・炭化物少量混入 )

▼

土堀 584

暗褐色土 (ロ ーム塊・白色砂粒・ローム粒・炭化物少量混入 )

71980m

褐色土 (0 5cm大 のローム塊少量混入 )

43色土 (炭化物少量混入 )
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土城925

71920m

暗褐色土 (石英閃緑岩の小礫混入)

土墳923

土墳928 土墳 927

72050m

寅色プロック

1:嗜 43色土 (褐色土粒混入 )
‖ :黒 褐色土 (ロ ーム粒徹 fl・ 05～ 5 cm大 のローム塊徴量混入 )
111:暗 褐色土

土墳 403

暗褐色土 (石英閃緑岩の小礫混入)
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表 3
向 畑 I土 墳 一 覧 表

番号 掲載図 位 置
形

ｃｍ『脳
形

ｍ緬瓢
覆土の

特  徴
切り合い関係

>…・は切る  <…・は切られる 備 考

S36-W36 方形191× 174 B23 b

S30-W36 楕円形114× 71 B50

S30-W36 円形 70× 69

S30-W36 長方形187× 148 B50 >6住・8住

S30-W36 楕円形66× 47 >6住 。7住

S30-W36 不整方形164× 138 B45 >8住 ,<土墳120

S24-W30 方形126× 78

S24-W36 方形168× 148

S24-W36 方形90× 80 B25 >7住

S24-W36 隅九方形51× 51 B15

S24-W30 不整方形80× 51 B13 <土壌63

S24-W36 不整方形 (208)× 203 B20 >土壌 62・ 126

S24-W30 方形81× (67) C25

S24-W36 楕円形78× 59 縄文

S24-W36 不整方形 76× 72 B20 >土疲67

S24-W36 方形127× n7 <土撰77

S18-W36 長方形205× (91) b >土摂69

S24-W36 楕円形81× (70) b <土墳72

S18-W36 隅丸方形63× 56 B4 b <土療 71

S18-W36 方形159× 149 B35 b >土墳 70・ 72

S24-W36 不整方形 (55)× (41) B30 <土壌71,>土墳69

S18-W30 方形127× (123)

S18-W30 長方形154× (62) B28 >土壊 75

S18-W30 方形194× (167) <土壊74

S18-W36 楕円形105× 58 <土壌122

S18-W36 長方形108× 92 B22 >土壌68

S12-W36 方形 (197)× 44 <9住 古 墳

S12-W30 楕円形107× 85 C10

S12-W36 方形128× (126)

S6-W36 円形 101× 98 B2 bora

S12-W30 隅丸方形127× H6 C17

S12-W30 楕円形45× 28

S12-W30 方形58× 42

S12-W30 楕円形150× 63

S12-W30 円形81× 67 B10 b

S12-W30 方形98× 67 b

S12-W36 不整方形156× 118 B37 b >土墳92

S6-W36 方形 (331)× 265 b <土壌92

S12-W36 円形 146× 84 B25 <土壊 90・ 91

S6-W30 楕円形101× 72 B30 縄文

S6-W30 長方形 (200)× 115 <土壊 95

S6-W30 台形148× 142 A31 >土壌94

S6-W36 隅丸方形123× 91 B25

S6-W30 楕円形(204)X151 B35 <土墳 98・ 99,>5住
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S6-W30 方形92× 78 >土壌97

NS 0-W30 隅丸方形98× 77 b >土壌97

NSO― W30 長方形140× 102 b

NSO― W36 方形109× 50 b

S6-W36 円形33× 32

NSO― W36 円形83× (45)

NSO― W30 隅丸方形207× (219) b <土墳105

NSO― W30 長方形 (116)× 97 b <土墳 106・ 107・ 109,>土 墳104

NS 0-W30 円形 71× (61) A8 b <土壌 107,>土 壌105

NS 0-W30 長方形132× 70 b <土壌 108,>土墳 105,106

NS 0-W30 円形51× 45 b >土墳107

NS 0-W30 円形50× 40 b >土壌105

NS 0-W30 方形l15× 64 <土壌 Hl・ H4

NSO― W30 長方形141× Hl b >土壌110

NSO― W30 隅丸方形56× 50

NS 0-W36 楕円形41× 30

NS 0-W30 隅丸方形150X123 >土墳110

NS 0-W30 円形 65× 56 b 縄文

NS 0-W30 長方形126× 96 A12 b

NSO― W30 円形 (65)× 61 <土墳118

N6-W30 楕円形 78× 57 >土壌n7

N6-W30 隅丸方形108× 85 b

S30-W36 円形 76× 74 C74 b >8住・土壊57

N6-W30 長方形246× (136) A13 <溝 6

S18-W30 楕円形122× 83 B35 b >土墳76

S30-W36 橋円形139× 92 B50 b >8住

S30-W36 不明 (125)× (25) b >6住・7住・土墳125

S30-W36 不明 (58)× (3) b <土壌124

S24-W30 不整方形124× H4 b <土壌63

S36-W42 円形 73× 64 b

S36-W48 円形76× 65

S36-W48 円形115× 105 b

S30-W54 円形92× 78 aorb

S30-W54 楕円形 (150)× (62) C38 b

S30-W48 円形 49× 47 b >土噴 388・ 408

382 S30-W42 隅丸方形 (198)× (73) く 7住・土墳388

S24-W48 方形183× 132 B(10) b >31住 ,<土壌385

S30-W54 方形83× 72 B38 b >31住

S24-W48 方形 (197)× 140 B(10) b >31住・土墳 383.504

S30-W48 隅丸方形70× 58 A60 b >31住・土壌408

S30-W48 円形 100× 77 C60 b >土壌408

S30-W42 楕円形111× 69 不明 10 b >土墳382,<7住・土壌381 古墳

S30-W42 長方形207× 139 B45 b >7住・土壌392

S30-W42 方形178× 135 B45 >7住・土墳468

S30-W42 方形147× 82 aorb >7住 ,<土疲468

S24-W42 円形61× 61 b >7住 ,<土横389

S24-W42 円形135× 114 B35 b >7住・32住・41住
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S30-W42 長方形168× 116 >7住

S24-W42 方形124× (57) A32 b <土壌396

S24-W48 方形244× 209 B37 b >土墳 395・ 397・ 408

S24-W48 台形 243× (202) b <土墳 396・ 505,>土疲398

S24-W48 方形 (77)× (50) b <土墳397

S24-W42 円形 75× 62 b >7住

S24-W42 円形 77× 74 B18 bora <41住
S24-W48 方形143× H7 b <土疲426,>土墳403

S24-W48 長方形130× (67) b >土墳403

S24-W48 方形235× (167) A55 bora く土壊 401・ 402・ 426

S18-W48 方形144× 102 b

S18-W48 長方形200× H5 A31 b >土壌 406・ 407・ 420・ 505・ 506

S18-W48 方形 (83)× (37) <土疲 405・ 505

S18-W48 方形93× 78 B37 b <土墳405,>土墳 505

S24-W48 方形 (223)× 197 A43 b <土疲 381・ 386・ 387・ 396,>31住

S24-W42 方形67× (66) aorb <32住 古墳

S18-W42 円形68× 65 b 縄文

S24-W42 方形142× (60) b >土墳413

S18-W42 方形 (75)× 61 B24 b >33住・土嬢413

S18-W42 方形(40)× (32) <土横 411・ 412

S18-W42 方形192× 140 B47 b >33住・土拡 415・ 436・ 502

S18-W42 台形154× (141) b <土墳 414・ 416,>33住・土壊502

S18-W42 隅丸方形125× 102 >33住・土疲 415・ 502

S18-W42 円形85× 80

S18-W48 方形125× 96 aorb >土疲 419・ 506
S18-W48 円形 163× 151 bora <土壌418,>土墳 421・ 505・ 506
S18-W48 隅丸方形252× (65) <土壌 405・ 506

S18-W48 方形60× 32 <土壌 419・ 505

S18-W48 方形122× 117 aorb >土墳 423・ 506
S18-W42 円形69× 58 bora <土墳422,>土墳424 縄文

S18-W42 台形135× (83) bora <土壌 423・ 505 縄文

S18-W42 円形 60× 51 B36 >P392

S24-W48 方形141× 134 B55 >土横 401・ 403

S12-W48 円形130× 130 >土疲 429・ 403・ 433・ 501

S12-W48 台形142× 104 B10 >土墳 433・ 501

S12-W48 方形112× (104) B25 <土墳 427・ 501,>土壌 430・ 506

S12-W48 隅丸方形159× 105 <土横 427・ 429,>土墳 431・ 432・ 506

S9-W48 方形 78× (43) <土墳430,>土疲 432・ 506

432 S12-W48 方形233× (102) <土壌 430・ 431・ 506・ P387

S12-W48 長方形277× 134 <土墳428・ 427,>土墳501

S12-W48 円形 103× 95

S12-W42 円形103× 95 >P390 縄文

S18-W42 円形92× (65) A40 <土墳414,>33住

S18-W42 円形69× 65 >土壊438

S18-W42 方形150× 135 B20 <土疲437,>P391

S18-W36 円形 (63)× (62) <33住・土墳441

S12-W42 楕円形62× 39
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S18-W36 円形118× (72) b >土壌439

S12-W42 方形164× 145 b >土疲 444・ 445・ 446・ 489

S12-W42 台形 158× 98 b >土披 446・ 489

S12-W42 方形70× (65) <土疲442,>土壌 445

S12-W42 方形 73× (30) <土墳 442・ 444・ 446,>489

S12-W42 台形252× 233 B17 <土墳 386・ 442・ 443・ 447,>土墳 445・ 489

447 S12-W42 隅丸方形72× 52 >土墳446

448 S12-W42 不整円75× 43 aorb
S12-W42 方形181× 150 >土壊 451・ 454

S12-W48 円形101× 90 >土横 451・ 456・ 458

S12-W48 隅丸方形138× 137 <土墳 449・ 450・ 452,>土墳 454・ 455・ 456

452 S12-W48 方形103× 83 >土墳451

S12-W42 円形104× 98 b >土墳 454・ 457

S12-W42 方形 (169)× (60) b <土墳 449・ 451・ 453・ 457

S12-W48 隅丸方形83× (73) b <土墳451,>土墳 456・ 457

S12-W48 不整方形222× (76) <土蒙 450・ 451・ 455,>土壌 457・ 458・ 461

S12-W42 台形 (158)× 107 <土墳 453・ 455,P379,>土 壌454

S12-W48 隅丸方形153× (96) <土療 450・ 456

S6-W48 円形 105× 103 B23 <土墳460 縄文 ?

S6-W48 円形67× 63 >土墳459

S6-W48 台形151× (71) <土疲456

S6-W42 楕円形83× 65

S12-W42 方形(90)× 86 <土墳464

6-W42 方形83× 72 B28 b >土墳 463・ 465

S6-W42 楕円形209× 144 C16 b <土漿464 縄文

S12-W42 楕円形104× 67 bora 縄文

S12-W42 円形 59× 46

468 S30-W42 方形96× (47) 不明78 <土墳390,>7住・土墳391

S12-W38 長方形83× 47 A34

S6-W38 円形 (160)× (116) bora <土壊503
S6-W48 円形89× 75 aorb >土墳473 縄文

6-W48 楕円形 (115)× 105

S6-W48 隅丸方形168× 158 B14 <土壌471,>土横474 縄文

474 6-W42 台形 251× 156 B29 <土噴473,>土療 475 縄文

S6-W42 隅丸方形180× 165 aorb <土墳474,>P371・ P369 縄文

S6-W42 台形55× 48 >土壌477

477 6-W42 楕円形125× 99 <土壌476 縄文

6-W42 隅丸方形90× 76 aorb <土漿479,>土墳480 縄文

6-W42 不整円H5× 81 B15 >土壌478 縄文

480 6-W42 円形 (153)× 131 bora <土墳478 縄文

NS 0-W42 円形149× 118 C33 bora 縄文

NS 0-W42 円形 79× 75 b

NSO― W36 情円形120× 87 b 縄文

NSO― W36 円形 (136)× (53) 縄文

NSO― W42 円形115× 102 aorb >溝 8 縄文

NSO―W42 楕円形153× 150 B48 aorb <土疲 487・ 488 縄文

NSO― W42 円形103× 81 "e.b I
>土壌486 縄文
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NS 0-W42 円形123× (102) aorb >土壊486 縄文

N12-W42 方形206× 165 b <土墳 442・ 443・ 445・ 446・ P386

NSO― W42 方形170× 123 C19 >P354・ 355

NSO― W36 円形79× 79

N6-W36 円形89× 76

N6-W42 円形90× 75 C10 bora 縄文

N6-W42 楕円形 (100)× 91 B20 aorb >土墳495 縄文

N6-W42 円形 (113)× (112) aorb <土疲494 縄文

N6-W42 方形 (118)× 64 B35 bora 縄文

N6-W36 楕円形143× H5 B48 >土横507 縄文

N6-W36 楕円形164× 67 B15 >P364

N6-W36 円形n9× 85 aorb

NSO― W36 不整形260× 95 aorb 縄文

S12-W48 隅丸方形(154)× 78 A10 <土壌 427・ 428・ 433,>土墳429

S18-W42 方形248× 226 <土墳 414・ 415・ 416,>33住

S6-W36 方形146× (72) B14 >土療470

S24-1ヽ「48 隅丸方形H2× 67 <土壌385,>31住

505 S18-W48 長方形340× 245 B38 <土墳 405・ 407・ 419,>土壌 397・ 406・ 421・ 424・ 506

506 S18-W48 方形 (340)× 280 く土壌405'418・ 419・ 422・ 429・ 430・ 431・ 505,>土墳420・ 432

N6-W36 円形 142X108 C46 <土墳497 縄文

N54-W24 方形 (153)× 145 >37住

N6-W36 隅丸方形152× (118) >土墳 511・ 516

N6-W30 隅丸方形 (122)× (91) A24 <土墳510,>土城512

N6-W30 方形 (112)× (104) <土壌511,>土壌513

N6-W30 円形 65× (47) A8 <土壊512

N6-W36 隅丸方形101× (56) <土嬢515

N6-W30 隅丸方形92× 65 >土墳514

N12-W30 方形164× (157) <土墳510

N6-W30 円形 75× 75 >土墳518

N6-W30 円形80× (72) A10 <土壌517

N6-W30 円形74× 64

N6-W30 円形 70× 69 A7 く土壌521

N6-W30 円形86× 80 >土壌520

N12-W30 円形69× 61

523 N12-W30 構円形87× 53 >竪穴状遺構 7

N12-W36 隅丸方形157× 122 B58 >土疲559

N12-W30 隅丸方形139× 108 b >竪穴状遺構 7・ 土壌 526

N12-W30 円形108× 85 b <土疲527,>竪穴状遺構 7

N12-W30 楕円形110× 75 >竪穴状遺構 7・ 土墳526

529 N18-W30 台形120× 117 b <土墳532,>P449

N18-W30 隅丸方形97× 74 b >P416

N12-W24 方形147× 119 B35

N18-W30 方形90× 89 b >土墳529

N12-W36 円形58× 52 B6

N12-W36 長方形 (108)× 77 B20 b <土墳 535・ P437

N12-W36 隅丸方形95× 66 B23 b >土墳534

N12-W36 円形 55× 46
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N18-W36 楕円形128× H0 B8 bora >土墳541
N18-W30 円形 63× 50 corb

539 N18-W30 隅丸方形83× 70 E38 b

N18-W36 長方形143× 90 B22 b >土墳541

N18-W36 不整方形215× 188 B20 <土墳 537・ 540。 544 縄文

N24-W36 円形75× 65 E33

N24-W36 楕円形143× 100 B35 >土壌544

N24-W36 楕円形 (122)× 98 B13 <土疲543,>土壌541

545 N24-W36 円形73× 72 <35住 古墳

546 N24-W30 円形 76× 72 b

N24-W24 隅丸方形168× 156 b

N24-W24 円形122× ■9 aorb 縄文

549 N24-W24 円形152× 144 C40 b <向畑 7号古墳周溝 古墳

N30-W30 楕円形177× 146 aorb 縄文

551 N30-W24 円形90× (71) <土壌552

N30-W24 円形99× 90 >土頻551

553 N30-W24 円形63× 56 <向畑7号古墳周溝 古墳

N36-W18 円形107× 94 C25 く土墳555

555 N36-W18 楕 円形 102× 83 B30 >土壌554

556 N30-W18 円形72× 69 aorb

N36-W12 円形 72× 68

N36-W12 円形 76× 64 C28 aorb

N12-W36 楕円形216× 148 C25 <土壌524 縄文 ?

N60-W24 円形63× 62 >向畑 6号古墳墳丘裾部

N30-W6 長方形170× 112

N30-W6 隅丸方形73× 69 C12

N60-W36 不整形135× 189 B15

N60-W30 不整形147× 109

N36-W18 円形 62× 51

N36-W18 円形 88× 75 C12 aorb
N42-W12 円形 78× 77 B15 >向畑 7号古墳周溝

N42-W18 楕円形250× 168 B45 >土壌 570・ P536

N42-W18 円形 104× (48) <土壌569

N42-W18 方形158× 94

572 N42-W18 方形120× 109 B35 >土墳547

N48-W18 長方形237× 159 >土壌574

N42-W18 長方形250× 182 <土墳572・ 573

N48-W18 長方形267× 162

N36-W24 円形328× 294 <向畑 7号古墳周溝

N42-W24 円形 72× 66 aorb

N42-W24 円形55× 47

N42-W24 円形55× 51

N42-W30 隅丸方形80× 67

N30-W30 円形68× 59 b

N42-W30 楕円形210× H4 b

N42-W30 楕円形95× 50

N48-W24 隅丸方形447× 276 b >37住・土壌588
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585 N54-W30 円形 75× 72 b

N66-W30 隅九方形115× 75 b

N60-W24 円形97× 95 b

N48-W24 楕円形235× (100) <土墳584,>37住

N54-W24 隅丸方形196× 114 b <土壌590,>37住

N54-W24 円形95× 68 b >37住・土墳589

N54-W24 楕円形127× 83 aorb >37住
N60-W18 円形64× 60 E25 b

N66-W24 円形105× 64 <竪穴状遺構 5

N66-W24 方形106× 73

N72-W24 隅丸方形282× 145 >38住

N60-W24 長楕円319× 63 >37住 古墳

N12-W24 円形 69× 62 <土疲795,>P241

N12-W24 円形 54× 50 b <P409

N30-W30 円形81× 74 C17

N54-W30 円形59× 45

N48-W30 円形55× 50 C6

N12-W42 円形 76× 75 <P470・ 471 縄文

N48-W30 隅丸方形61× 56

N24-W48 隅丸方形112× 81

818 S102-W36 隅丸方形82× 62

819 S96-W42 円形87× 68 C25 >土墳831

S59-W42 円形 72× 65

821 S102-W36 隅丸方形129× 91 B25 >土墳839

S96-W54 円形135× 80 B10 corb
S96-W48 円形 91× 83 B23 corb

S96-W48 隅丸方形161× 101 cora >土横 827・ 828
S96-W48 方形230× 209

S96-W42 円形90× 73 borc >土坂 827・ P537
S96-W48 隅丸方形108× (95) corb <土疲 824・ 826,>土墳828
S96-W48 隅丸方形(155)× 143 B23 <土疲824・ 827・ 829

S96-W42 隅丸方形 155× 147 corb >土墳828
S96-W42 隅丸方形137× 95 B20 corb

S96-W42 楕円形227× 185 corb <土壌819
832 S96-W42 円形 78× 61 cora >P572

833 S96-W42 円形 58× 48 corb <土横835
S96-W42 円形60× 52 C10 corb >土壊835
S96-W42 楕円形105× 73 corb <土墳834,>土壌833

836 S96-W42 円形 70× 59

S102-W42 円形 78× 78 cora >土疲838
S102-W36 楕円形114× 77 <土墳 837・ 839

839 S102-W36 隅丸方形129× 125 く土壌821,>土墳838

S60-W48 円形65× 54 b

852 S66-W48 円形 68× 60 b

S66-W48 円形44× 41 b

S48-W36 円形 74× 61 aorb <土壊908 縄文

S42-W36 楕円形79× 62 A49 <土墳907,>土墳889 縄文 ?
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S42-W36 円形 (69)× (75) <土壌 888・ 907 縄文

S48-W18 楕円形135× 102 aorb >土横893

S48-W42 円形103× 96 縄文

S48-W42 円形83× 69 B16 <土壌891

S48-W42 隅九方形61× 60 B33 bora >P580

895 S48-W42 楕円形83× 62 B33 aorb 縄文

896 S48-W42 円形97× 84 >P581

S48-W42 隅丸方形120× 100

S48-W42 円形148× 123 b 縄文

S42-W42 楕円形123× 61 B(29) b >46住

S54-W48 円形106× 93 b

S54-W42 円形94× 80 B10 b

S48-W42 円形86× 71 B38

S54-W42 方形138× nl 縄文

S54-W42 円形121× 166 B18 b

S42-W36 円形87× 77 b

S42-W36 円形135× H2 B30 aorb >土疲 888。 889 縄文

S42-W36 円形67× 66 C7 b >土壌886

S48-W36 円形 70× 55 C19 b

S48-W36 円形 76× 61

S48-W36 円形 92× 76 A64 縄文

S48-W36 円形72× 67 B15 aorb 縄文

S48-W36 隅丸方形226× 142 B36 <P585,>土墳916・ 917

S48-W36 円形 70× 66 >土墳917

S48-W36 方形191× (86) A48 <土墳913・ 917

S48-W36 隅丸方形131× (5) <土疲 913・ 914,>土蒙916

S54-W36 円形 83× 64 縄文

S54-W36 円形 70× 68

S48-W30 方形109× 105 >45住

S54-W36 円形93× 85 aorb Ill文

S54-W30 円形91× 70 b

923 S54-W36 方形 (175)× 152 b <土壌925

S60-W30 台形 138× 130 E65 b

S60-W30 方形209× 90 B20 bora >土壌923

S48-W30 円形 77× 53 B17 b

S42-W42 楕円形140× 100 B23 b >46住・土墳928

S42-W42 円形144× 118 B25 <土墳927,>46住

929 S42-W42 楕円形63× 48 D5 bora

S42-W42 円形 n3× 106 D60 <46住 ,>土漿931 縄文

S42-W42 円形 118× 120 D73 aorb <土墳930 縄文
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表 4 土墳分類相関表(1)

規模 (長径)別の平面形比 (%)
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地区別の覆土の特徴 (%)
土墳分類相関表(2)

□ a Mb □ C
mO%□

a0 Mb □ C

覆土の特徴別の地区比 (%) 覆土の特徴別の平面形比 (%)
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100%      o
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円形 I IV V VI 計

1

1

計

地区別覆土の特徴

平面形と断面形

|

土墳分類相関表(3)

断面形と覆土の特徴

総合 I IV V VI 計

b

C 1

計

隅丸方形 I IV V VI 計

1

7

C

計 4

方形 I IV V VI 計

4 1

l

1

計 1

長方形 I IV V VI 計

2

6

1

計

楕円形 I IV V VI 計

4

b

計

A B C D E F 計

5

b 1 4

C 1

計 7

A B C D E F 計

円形

方 形 2

隅九方形 1

楕円形 1

長方形

台形 1 1

他

計 275 7 8
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4  酒毒

今回の調査で確認された溝は、 I区 1基 、H区 2基、Ⅲ区 3基、Ⅳ区 2基の計 8基である。この

うち溝15。 溝16は地形と地質の節に詳しく記述されている様に他の溝とは区別されるものである。

次に各溝址について簡単に触れたい。

溝 6 1区 北端NSO～ S3、 W29～ 34に位置し、西側は調査区域外にかかる。幅は最大で130

cm、 深さは70cmを測 り、底面は西から東に向けて傾斜 している。断面形はV字形を呈し、覆土には

暗褐色土が堆積 しているが。砂粒・小礫等は確認されなかった。底面には激しい起伏があり、その

高低差は20cmに 及んでいる、遺物は覆土上層～下層にかけて縄文土器が多量にみられた。すべて小

破片で今回は図示し得なかった。遺物より本溝址は縄文時代中期に比定される。

溝 8 H区 北端 Sl～ 3、 W38～ 42に位置し、東側は調査区域外にかかる。幅は最大125cm、 深さ

は50cmを測る。本溝址と溝 6は、規模 。方向・覆土の特徴等が酷似 しており、一つにつながる可能

性が高い。遺物は覆土上層～底面にかけて多量の縄文土器と2点の石器が出土している。縄文土器

は小破片のみであった。石器は石錐 (第 69図 15)と ピエスエスキーユ (第 70図23)である。遺物よ

りみて、本溝址は縄文時代中期に比定 したい。

溝 9 H区 北端NSO～ S2、 W50～ 52に位置し、北側は調査区域外にかかる。二次堆積ローム

中に掘 り込まれ、断面はU字形を呈している。起伏のない底面は南から北へ緩やかに傾斜 して区域

外へ続いている。覆土の暗褐色土中には砂粒・小礫は混入していなかった。本溝 l」Lか らは遺物の出

土はなく、所属時期は不明である。

溝10 Ⅲ区西側 N69～ 71、 W27～ 28に位置し西側は調査区域外にかかる。二次堆積砂質ローム中

に掘 り込まれ、底面は西～東に向かって傾斜 している。断面はU字形を呈し、砂質暗褐色土が堆積

していた。壁は緩やかに立ち上がるが、西側南壁ではテラス状の段が検出された。本溝址からは土

師器と鉄器が出土している。土師器は数片の確認だが古墳時代に属する。鉄器は刀子 (第 75図 4)

が覆土中よりみられた。遺物が少量の為に明確ではないが、本溝址は古墳時代前期に属するもので

はないだろうか。

溝1l Ⅲ区西側 N71～ 72、 W30～ 32に位置し、溝10の北 2mに平行する。長さ2.2m、 幅60cmを測

る小規模な溝である。断面はU字形に掘られ、砂質暗褐色土が堆積 していた。遺物は確認されず所

属時期は不明である。

溝12 Ⅲ区西側 N39～ 45、 W39～ 40に位置し、36号住居址に切られる。削平を受けて検出面から

深さは12cmと 浅 く、南側では底面下迄破壊されていた。断面はU字形を呈し、褐色土の覆土が堆積

していた。底面は南～北に傾斜をもち下方に向かっている。遺物は皆無であったが、36住 との切 り

合い関係から本溝址は古墳時代以前に属すると考えられる。

溝15(第48図)Ⅳ 区西側 S99～ 105、 W47～ 50に位置する。自然地形に沿って北から南への方向

を持ち、調査区域外へ続いている。地形と地質の節で詳しく記述している様に暗渠排水路と考える
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A      A'

せ

71940m

B        B'

w71930m

C       C'

,71930m

晴掲色上 (白 色砂粒 晨化働混入)

溝 15

第40図 溝

ものである。構築方法は、掘り込まれた溝の底面壁際に角礫を平行に並べ、その上に30cm程の平石

を蓋石として渡し、更に上面の隙間を小礫を詰めてお、さぐ、というものであった。

溝16 Ⅳ区南側 S92～ 94、 W40～ 41に位置する。南斜面上に掘り込まれ、幅は55cmを測る。断面

は台形を呈し、暗褐色土が堆積していた。溝16の様な礫を用いた施設こそ認められなかったが、立

地・規模等類似する′点が多く同様の性格を持つものと考える。

以上、個々について概観してみたが、今回の調査で確認された溝は多様なあり方を示していた。

これらの溝の所属時期は前述のとおり、縄文時代から近代に旦るものであった。その中で溝 6・ 8・

9が確認された I・ H区の北端には、石棺墓の可能性をもつものを含めて多数の縄文時代の土墳が

集中して検出されている。 I・ H区の溝については、これらの土獲との繋がりを考えたい。また本

遺跡を代表する中世土渡群と関連付けられる溝は検出されなかった。

ｙ

一
７‐９
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5 竪穴状遺構

平面形は円形・方形あるいはその不整形を呈し、竪穴住居址程の規模で掘 り込まれているが住居

址ではないものを竪穴状遺構 として扱った。今回の調査では 3基を確認している。

(1)竪穴状遺構 5 (第 49図 )

遺構 Ⅲ区北側 N60～ 64、 W23～ 27に位置し、土墳593を 切る。黄色砂質土中にローム塊混入の暗

褐色土の覆土を持つ遺構として検出した。不整な円形プランを呈し直径は3.8mを測る。壁高は10cm

と浅 く明確ではないが緩やかに立ち上がる。覆土から底面にかけては10～ 30cm程 の大きさの礫がみ

られた。底面は軟弱で中央部が低 く落ち込んでいる。

遺物 少量の土師器が出土している。これらは混入品の可能性 もあり、本遺構の所属時期は明ら
かではない。

(2)竪穴状遺構 6

遺構 Ⅲ区西端N47～ 54、 W38～ 43に位置する。地形は北側に向かって傾斜 している。西側は発

掘区域外にかかり平面形は明確ではないが不整形を呈する。壁は非常になだらかに立ち上がる。底

面は斜面に沿った傾斜を持ち、高低差は40cmに及ぶ。覆土はローム粒混入の暗褐色土であった。

遺物 少量の土器が確認された。土器は古墳時代前期の土師器片と江戸時代以降と見られる素焼

きの土器が出土したが、いずれも混入品と考えられる。以上の状況からみて近世以降の深い耕作の

痕跡と考えたい。 (第 66図 )

(3)竪穴状遺構 7 (第 50図 )

遺構 Ⅲ区南側 N8～ 11、 W28～ 32に 位置する。土墳300・ 302・ 303・ 304に 貼 られ、 P442を 切
る。南北3.4m、 東西2.7mの規模をもち、やや不整な長方形プランを呈している。褐色土中に掘 り

込まれた壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁高はそれぞれ40cmを測る。覆土は黒褐色土、ローム塊多量

混入褐色土の順で堆積 しており、黒褐色土中には10～ 30cm大 の礫が多量に確認された。底面は堅緻

な黄色土で比較的平坦である。

遺物 比較的多く、土器と石器がある。土器はいずれも小破片で、縄文土器と古墳時代前期の土

師器が出土している。石器には石鏃 1点 と磨製石斧がある。 (第 71図)土器・石器はどちらも混入し

た可能性があり、本遺構の所属時期は不明である。
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第51図 特殊遣構 I

6 特殊遺構  (第 51図 )

特殊遺構 1は Ш区東端N33～ 38、 W3～ 6に位置する。尾根状に広がる台地のはずれから急斜面
にあり、向畑 7号古墳周溝を切っている。北側は調査区域外にかかるため明確ではないが、長軸440

cm以上、短軸220cmの規模を持ち、かなり細長いプランが推定できる。長軸方向はN-36°一Eを 示

す。覆土は黒褐色土 。暗褐色土・褐色土・茶褐色土の順で堆積し、最下層の黒褐色土中には炭化物

が多量に混入していた。壁の立ち上がりは南壁では非常に緩やかだが、東・西壁では垂直に近い。

底面は堅緻な二次堆積ロームである。自然地形に沿って約10°の斜度をもち下方に向かっており、数

ヶ所に薄い焼土の広がりがみられた。慎重に底面精査を行なったが本遺構に伴うピット等の施設は

確認されなかった。遺物は覆土上層から下層にかけて少量の土器が確認された。土器はすべて土師

器の小破片で、古墳時代前期のものを中心として平安時代のものも若干みられた。古墳時代のもの

は混入品と考えられ、本遺構の廃絶時期は平安時代以降に求められる。本遺構は古窯址あるいは土

墳の一種とも考えてみたがいずれも特定できるものではない。
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第 3節 遺 物

1 土器・陶磁器

(1)縄文時代の土器  (第 52図 ～54図 )

①早期末の土器 (11・ 21～30) 所謂条痕文系土器で、11′点が図示できた。21・ 22は外開する口

縁部で、外面端部よりやや下がった位置に隆線を設ける。端部・隆線上には直交して絡縄体圧痕を

付す。26・ 27は これらの体部となるもので、横位に条痕を施した後絡縄体を横位・斜位に押圧する。

26は 2の原体を用いている。他は器面が荒れるため観察できない。23～ 25028～ 30は条痕等施され

ない。以上の土器は胎土に繊維を多量に含み、断面黒色、内外面黄褐色～暗褐色を呈する。

②前期の土器 (32～ 34)  3片 が該当するかと思われる。32は LR縄文を横位に転がす。33は L

R・ RLの原体を交互に縦位回転し、羽状としている。器壁は薄く焼きは硬い。

③中期初頭の土器 (1～ 9・ 12～ 20035～ 50・ 53・ 54)  量的に最 も多く、器形の判明するもの

も出土している。地文に縄文を多用し、弧線文や、Y字状文を施文するものと、主に平行沈線によ

り縦線文t格子目文等を描 くものにわかれ、それぞれ 1類・ 2類 とする。

1類 (6・ 7・ 13・ 15・ 18・ 19・ 35036・ 42・ 43・ 44045046・ 47)  7・ 35・ 36は くの字状に

口縁部が内折するもので、42・ 46・ 47は それらの頸部であろう。文様帯は屈折を境に上下に分かれ、

上段は横線文・斜線文等が充損される。端部には爪形文を施す。下段は縦線文・格子目文が満たさ

れる。 6・ 45は 内湾する口縁部で、格子目文を主体とした構図が展開される。 6は端部に小突起を

有 し、対応して爪形文を施 した隆線施文を行 う。体部は直線的かゆるく張ると思われ、文様は上半

に集中するようである。横線文・格子目文等が見られる。19は交互に相対させた弧線内に細かい格

子目文に充損している。 6は縄文を縦位に施文 し、Y字状の懸垂文を加える′点で 2類の要素と言え

る。

2類 (1～ 5・ 8・ 9。 12・ 14・ 16・ 17・ 20037～ 41048～ 50・ 53・ 54)  口縁部がキャリパー

形に内湾し、まっす ぐか肩の張る体部を有する。 1は頸が 2段にくびれ、 5は外開する深鉢である。

縄文は口縁部は横位、体部は縦位に施文するのが原則だが、50は端部より縦位に行 う。文様帯は端

部に沿って沈線を引き、それ以下に種々の施文を展開している。37・ 38は 波状口縁下に円ないし渦

巻文を隆線か沈線で行 う。 12は 19と 同構図の弧線文を描 く。 5は端部に沿って横線 。刺突文・弧線

文を施 し、以下間隔をおいて縦位の沈線を引く。なお 5に は無節 Lと L{子 の 2種の特殊な縄文が

施されている。体部の文様はY字状文が多く見られるが53のそれは三角形を連続させ、他の弧線を

連ねるものより古い様相を呈 している。体部の縄文はLRで結節を付 したものが一般的である。

④中期後葉の土器 (49)  1片 のみ存在する。縦位に細い沈線を綾杉状に施し、隆線により蛇行

懸垂文を 1条加えている。深鉢体部の破片であろう。
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⑤後期の土器 (51・ 52) 51は 深鉢底部で底面に網代痕を残す。52は所謂8の字状貼付文で、器

壁からは剥脱している。前葉～中葉のものであろうか。

以上、今回出土した縄文土器について時期毎に概観 してきたが、図に示した如 く遺構に結び付 く

ものは中期初頭を除き見られない。量的にも他時期の遺物は少なく、その帰属する時期の遺構 もな

い。これらは恐らく混入と考えられるが、付近に生活址が存在する可能性も示していよう。

豪 縄文時代の遺構に伴 うもののみ遺構名を番号に併記 している。

第52図  縄文時代出土土器
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第53図  縄文時代出土土器拓影(1)
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第54図 縄文時代出土土器1拓影(2)
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(2)古墳時代の土器  (第 55～ 67図 )

住居址・土墳・古墳周溝および検出面から多量に出土した。ほとんどは前期に属するものであり、

その他には若千の混入はあるが、古墳周溝及び検出面より中期後半のものが少量出土している。種

別は、須恵器の 4`点を除き他はすべて土師器である。住居址からは、出土量に多少があり、良好な

ものを多数出土した住居址がある反面、ごく小量で図示可能なものがなかったところもある。古墳

は 7号古墳の南側周溝で供献土器とみられる中期のものをまとまって出土したが,他地区では恐ら

く住居址にともなっていたであろう前期のものが出土量の大半を占める。

今回出土の古墳時代前期および少量の中期の土器は、当地方でこれまでに類例が少なく、資料の

集積が緒に就いたばかりの分野といえる。このため器種組成の把握はおろか、月ヽ破片に至っては、

器種・器形の推定すら困難な場合が多い。幸い今回は第 1次報告なので、最終的な検討は次回以降

に譲 り、ここではおもに器種・器形について簡単に触れてみたい。

①古墳時代前期の土器

器種・器形 壺・甕・台付甕・高杯・小形高不・鉢。ノlヽ型丸底土器・器台なとがみられる。
壺  口縁部の形態から、単純に逆「ハ」の字状に開くもの、折 り返し回縁をもつもの、有段口

縁を持つもの、直口縁をもつもの、口縁端部に面をもつもの、などに分かれる。それぞれの系譜の

違いにより、端部調整の手法も,異なっている。

逆「ハ」の字状に単純に開く口縁をもつものとしては、20、 34、 91、 94、 147、 148が該当する。

比較的厚手のものが多く、日唇部の形態が僅かに外反、あるいは内湾するが、いずれも同様のヨコ

ナデ調整により形成されたものと考える。全形がわかる類例は、石行遺跡14住、同 9住 (1)に あり、こ

こから推測すると、口縁部を欠く74あ るいは40も この仲間になるとみる。これらが、在地の弥生時

代後期の壺の順当な型式変化によるものである可能性の示唆がなされている(a。

有段口縁をもつものは、日縁の下段が上段同様に外反するものと、垂直に近 く立ち上がるものの

2種に分かれる。前者に、35、 86、 163が、後者に、71、 104、 149、 174、 が該当する。いずれも全

形を知るものはない。71は頸部下端に断面三角形の突帯を一周させ、その頂部の稜を挟んで「く」

の字に刻みが連続し、しかも突帯直下に僅かに櫛描波状文らしきものの存在が認められる。弘法山

古墳出土品に類似 し、上記の有段口縁とはやや形態を異にするものかもしれない。

折 り返し口縁は、典型的なものとして191を挙げることができよう。また157、 150も この表現の範

囲で捉えたい。157は 折 り返し部のみが剥落した破片であるが、この部分が厚 く、下端は口縁部本体

と段をなしており、その上面に棒状貼付け文らしいものがみられる。150は 外反しながら大きく開く

口頸部から折 り返した端部が下方へ細 く垂れ下がるため、口縁端部に面を有するようになるもので、

その内側に顕著な指オサエの痕を残す。内面および口縁端部外面は ミガキ 。赤色塗彩され、他の外

面にはハケメが施されるが、この下端の胴との接合部付近に僅かに櫛描文 (T字文か ?)がある。

口縁端部外面に面をもつものは、90、 92、 93、 129、 155、 159、 160、 197が該当する。いずれも口
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縁端部のみの破片で頸部までの形状も探り得ない。このため有段口縁の壺の端部や、北陸東北部系

の端部をつまみ上げる甕(3)が混じった可能性がある。調整にミガキをもつものは129のみで、他はハ

ケメの上をヨコナデすることにより端部を形成したままになっている。197は 面が斜め上方を向き、

その上を櫛描またはハケメ原体による刺突文で飾られる厚手のもので、他とは異なる系統のもので

あろうか。

直口縁の壺 (直口壺)は、大形のものに、 8、 97、 小 。中形のものには103、 118、 119が該当す

る。形態は中形の119に代表される。図示していないが、これにはごく小さな上げ底の底部がつく。

大形の8も おそらくは同様の球形の胴部がつくと考えられるが、97は 口頸部が短めで厚く、口縁端

部がやや平らになっており、この仲間に含めるのは問題があるのかもしれない。

頸部以下に櫛描文をもつものは、59。 173の 2点がある。173は文様部分以下を赤色塗彩される。

全形を知るものはないが、他の壺にくらべて頸部のくびれが小さく、やや縦長の外形を呈すのでは

ないなと推定する。59に みられる文様は在地の弥生時代後期の壺に一般的に施文される、いわゆる

T字文に類似する。

壺はこれらのほかに、小形のものがいくつかある。平底で球形の胴部をもつ69は 回縁部を欠き、

あまり開かず外反しながら立ち上がる日縁の72は胴部下半を失っているが、両者は相似形を呈すよ

うだ。下膨れの胴部に僅かに突出する小さな底部をもつ70は、日縁を欠いているが想定復元すると、

有段口縁のところで触れた71の ような頸部がつくか、内湾気味のものがついて瓢形の壺になると考

えられる。17は 内湾気味の口頚部で、小形の瓢形壺とみる。

甕・台付甕  口縁部の形態を中心にみていくと、甕・台付甕の区別が、現段階ではつけられな
いものも多い。そのため一つにして扱う。日縁が「く」の字形にくびれる頸部から単純に外反する

だけのもの、口縁端部をつまみ上げて端部外面に内傾あるいは外傾する面を作るもの、短い口頚部

が屈曲・内湾して受け口状になるもの、「S」 字状の口縁部をもつもの、口縁端部内面が肥厚するも

の、胴部にタタキをもつもの、などがある。

口縁が単純に外反するものには、調整にハケメが多用されて比較的薄手のものと、頸部から胴部

にかけて櫛描波状文が施文されている厚手のものの 2者がある。前者には、29、 48、 63、 161、 など

が、後者には、68、 83、 84、 が該当する。106も 前者に含められるかもしれない。櫛描波状文をもつ

ものは基本的には当地方の弥生後期の同様の甕に似るが、より胴部が張り、頸部のくびれ方があま

くなっている。この他、ハケメ使用は前者と同じだが、やや厚手で台付甕になるとみられるもの、

66も ある。

口縁端部をつまみ上げて面を作り、その外面が内傾するものには、49、 50、 が該当する。いずれ

も口径の小さなもので、面にはヨコナデ時の沈線が残っている。同様に端部をつまみ上げて外傾す

る面を作るものに、80、 165、 がある。頸部が「く」の字に強く外反する形態を呈する。前述したよ

うに、壺の口縁端部外面に面をもつものとした中に、ここの仲間が混じっている可能性がある。
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短い口頸部が屈曲・内湾しながら立ち上がり受け口状をなす甕は、89、 146、 が該当する。15を含

めることも可能かもしれない。146は 口縁端部内面に内側へ傾斜する面を有する。

S字状の口縁をもつものは、16、 65、 88、 171、 が該当する。いずれも口縁部やその周辺ばかりで

全形を知り得るものはない。16は頸部内面にハケメをもつが、口縁部内面上段には沈線を伴う
ヨコ

ナデがなされている。65は 頸部外面の屈曲の谷部に大めの沈線がいれられ、肩部外面に横の
ハケメ

が残るもので、口径が少々小さい。88は 口径の復元できなかった小片だが、頸部内面に横の
ハケメ、

胴部内面に縦のハケメを残し、外面口縁部中段には刺突が連続する。雲母を含む胎土が暗灰色を呈

す、当遺跡では珍しい土器である。これらは、「S字状口縁台付甕」と呼ばれているものに等しいと

考える。113の台付甕脚部はこの甕のものとみる。この他、176・ 179は 口縁外面がS字状を呈してお

り、 ここにカロえられよう。

口縁端部内面が肥厚するものは、30が 1例あるのみである。肥厚した端部の上面は平らで、「く」

の字にくびれる頸部外面のやや上部に僅かな稜をもつ。胴部外面は縦の
ハケメ、内面は頸部の l cm

ほど下から強いケズリとなる。「布留型甕」と呼ばれているものに等しい。

胴部外面にタタキをもつものは、図示したものが、166、 拓影で示したものが198～ 205の 8点であ

る。これらは、全形や口縁部形態は不明だが、タタキの痕跡が特徴的なのでむしろそちらから抽出

できた。166か ら小さな底部を有することがわかる。内面はナデ等の調整で仕上げられており、ケズ

リやハケメはみられない。

小形の甕・台付甕は53、 55、 110、 187、 がある。ほぼ全形のわかる53は 内湾して先端の尖る口縁

部をもつ。台付甕の110は 丈の短い脚の端部が内側に肥厚している。

鉢・小型丸底土器  小形の鉢・不・椀形の土器をまとめて概観してみたい。日縁・体部の形態

で 5種類くらいの器形がある。たいていのものは器面にミガキが施されているが、摩滅が進んでよ

く分からないものが多い。

平らな底部から体部が直線的に開き、逆台形を呈する鉢には、21、 22が該当する。他の鉢類にく

らべて若千器壁が厚く、日縁端部はヨコナデ調整により僅かに内湾する。底面は少し上げ底になる。

丸底の浅い体部に二段に屈曲する短い口縁部がつく鉢には、12、 98、 121、 196、 が該当する。12・

98は摩滅してよくわからないが、121で観るとハケメ調整をした後、そのうえに横方向にミガキを施

して、非常に丁寧に仕上げていることがわかる。196はやや深めだが口縁の形態からここに属すると

みた。いずれの土器も器壁が薄い。

4は、中央部が僅かに上げ底の底部と半球状の体部をもつ小形の鉢で、日縁の屈曲は外面よりも

内面の方が強く、体部との間に若千の稜をなす。

突出する上げ底の底部がつく内湾する体部と、そこから沈線 1本で区画される外反する口縁部を

もつ大きめの鉢には、13が該当する。ハケメ調整のあとミガキがなされるようだが器面の摩滅でよ

く分からない。
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小型丸底土器 (小型丸底対)に は、 11、 99、 101、 102、 が該当する。 11・ 101の ような小形のもの

と99。 102のやや大きめのものがあり、小形のものは口縁部が体部と同等か、それ以上を占める。最

大径はいずれも回縁端部にあり、101は丸底、H、 102は 小さな平底をもつ。器面の摩滅が進行 して

はっきりしないが、 ミガキ調整があるようだ。胎土、焼成が前 2者の鉢とよく似ている点は見逃せ

ない。

この他に小型丸底土器と小形の直口壺の中間のような外形を呈す33、 120があるが、33は 頸部外面

直上に僅かな稜があり、小形の壺か増としたほうがよいかもしれない。

高杯・′1ヽ形高坪・器台  ほとんどが杯部 (器受け部)あ るいは脚部のみの出土であり、高不と

器台の識別ができない脚部破片も多い。高杯の不部には 3種類ほどの形態の違うものがみられる。

高不で不底部 と体部の境界に稜をもつものに、27、 183がある。杯部口径が20cm近 い大きなもの

で、内外面によくミガキがなされる。

不底部と体部の稜がなく、脚接合部から内湾しながら滑らかに口縁部へ向かう外形の不部をもつ

高杯は、 3が該当する。内外の器面に ミガキがあったようだが摩滅して分からない。

高杯の脚部は、10、 45、 47、 79、 141、 180、 が該当する。杯部接合部から下方へまっす ぐ開 く47、

端部が急激に外反してべ ノヽタリと接地する180、 などの外形がみられる。たいていのものが側面に 3

孔を有すが、45は上下 2孔が 1単位 となり、それが 3単位で配されて、都合 6孔をもっている。

79は、不部に稜をもたない点は前段のものと同じだが、内湾の度合が弱くやや厚手のもの。外面

に ミガキが無 く、日縁端部の僅かな内湾を伴うヨコナデ調整の痕跡が明瞭である。器形・器厚ある

いは胎土などから他の高杯や小形高杯と異質な感がするもので、それは鉢・小型丸底土器の項で最

初に扱った、逆台形を呈す鉢が他の鉢などとは異なった印象をもっていたのに共通する。

杯部に稜をもたない小形高杯には 1・ 2が該当する。 1の僅かに残る脚部には 3孔が穿たれてい

る。不部に稜をもつものは、図示可能な大きさの破片では見当たらなかった。44の脚部は小形高不

のものとみられる。 4孔があけられている。

器台は図示できたのは脚部だけで、100、 142、 143、 152、 172、 が該当する。外形は脚部上端から

下方へ徐々に開いてい〈、いわば斜辺に反りをもった台形を呈する。172のみは、脚部上半は僅かに

下方へ開 くむしろ筒形といってよい形態をとり、下半に至って急に側方に開き出す他に例のないも

ので、器厚も器受け部から脚部への非常に長い貫通孔を有する上半部のほうが厚い。

その他の器種・器形  187の甑、126の器種不明の鉢形土器、188の 甕 ?底部がある。甑は内外面

に雑な調整痕を残 し平らな底部に 17しを有する。188は 高杯の転用品とも考えたが、底面に切断・再

加工痕も見当たらない。

ミニチュア  平底・丸底の容器形を意図したものに、 9、 117、 162、 164、 高不を表わすものに
116、 の 4点が出土している。116は 脚部の 4孔 も模倣 した、精巧なものである。

②古墳時代中期の土器
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6・ 7号古墳周溝・検出面および周辺の検出面から、土師器不・高杯・壺、須恵器不蓋
。小型魅・

壺・甕が少量出土している。特に131～ 140は 7号古墳周溝の一角からまとまって出土した供献用の

ものである。

土師器の高杯は75、 123、 124、 125、 131～ 137、 186が該当する。不部を欠くものが多いがかなり

規格がそろっており、いずれも全形の分かる136・ 137に類似するものになると推定される。脚部内

面を除きミガキが行われるが摩滅して不明瞭なものもある。不は、77、 138、 139が該当する。138。

139は丸底に近い底部から内湾する体部が開き、77は 口縁部が体部から稜をもって外反するもので、

内外面ミガキが施され、77の内面は黒色を呈している。140の壺は口頸部外面にのみ稜が残る有段口

縁で、外面上段に暗文風のミガキがなされる。胴部破片も多数あるが接合
。図示不可能であった。

須恵器は、不蓋に192、 小型魅に153、 壺に177、 甕に151、 が該当する。192の不蓋は天丼部を欠く

が、器高に占める体部の高さの割合が大きい形態を呈すとみられ、稜のつまみ出しはシャープで、

端部は面取りがなされている。5世紀後半に比定できる。153の小型厖は底部が尖り気味で全形が無

花果形をなす。頸部の形状からみて口径は胴部の最大径を上回らないと考えられる。 5世紀後半に

比定されよう。151の甕は口縁端部の面が上下に拡張された形態をもち、頸部の稜は丸く鈍いものに

なっている。 6世紀初頭頃のものであろう。

③まとめ

最後に気付いたこと、今後の課題となりそうなことを並べて古墳時代土器のまとめとした
い。第

一は住居によっては全 く出土しない器種 (具体的にはいくつかの鉢や小型丸底土器)があること。

もとより住居間で出土量に非常な偏差があり単純に比較するのは問題だが、例えば多数の土器出土

のあった37住や40住からこれらが見つからないということは、この住居出土の土器群の組成からこ

れらが欠落していた可能性が高い。住居毎の役割の違いというよりは単に時期差とみたい。即ち本

遺跡 (集落)は前記の小形の土器類の発生 (伝播)と いう画期を挟んで継続したということである。

第二は当地方で弥生時代後期から続く器種 (櫛描波状文をもった甕・逆台形の鉢など)と そこに全

く系譜を持たない器種、在地の土器が変化したと考えられる器種、がみられること。他地域の様相

もよく考慮した上で系譜性に基いた器種・器形の分類が必要となる。第二は中期の土器で 7号古墳

周溝からまとまって出土したものは規格性もあり胎土も外見上は同じであること。
・これは供献用と

しての同時製作、特注品の可能性を強くもつ。またこれらを含む古墳一帯出土の中期の土師器は一

括性に欠けるが、同様出土の初期須恵器の年代で捉えられるものであろう。

性 1 松本市教育委員会 1987『松本市赤木山遺跡群HJ

2 宇賀神誠司    1987「 古墳時代前期の土器について」同上書

1984「新潟県の様相」『第5回 三県シンポジウム 古墳出現期の地域性』3 坂井秀弥
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表 5

番 号 器 種 残 存 度 法量 色調焼成 胎   土 調 整 備 考

住居tL 器高 色  調 外面

土  器 口径

焼   成 内面

図 底径

小 形 高 17・
脚都中位以上

破片

淡橙褐色 色
　
粒
　
混

白
　
微
　
多

赤褐 色

微砂粒

口縁部 ヨコナデ 脚部ハケ

1

軟  質 脚部ナデ

高 ネ

ネ部%破片
黄茶褐色

白色微粒少混

ナデ ロ縁部 ヨコナデ

軟   質
ミガキ ロ縁部ヨコナデ ロ唇部に面を有する

高 不

不部%破片
橙 褐 色 色

　
粒
　
混

白
　
細
　
少

赤褐色

小砂粒

ハケのち ミガキ ロ縁部 ヨコナデ 二次焼成を受ける

3

軟   質
ガキ ロ縁部 ヨコナデ

6

鉢

体部中位以上

%欠損

橙 褐 色 白色・赤褐色

細粒多混

底部ナデ 体部ナデ ロ縁部 ヨコナデのちハケ 底部 ドーナツ状

4

軟   質 体部ハケ ロ縁部 ヨコナデのちハケ

6

鉢

口縁部欠損
黄橙褐色 白色細粒

石英多混

体部ヘ ラケズ リの ちナデ  頸部 ヨコナデ 内外面 に黒斑

5

軟   質
板ナデ

甕

底部%破片
暗茶褐色 白色細粒

細砂粒多混

底部ナデ 胴部ヘ ラケズリ 被熱により内外面

薄く黒変

やや堅緻

ヘラナデ

甕

口縁部%破片
黄橙褐色 白色細粒

多混

口縁部 ヨコナデ

堅   緻
口縁部ヨコナデ→口唇部面取り

直  口 壺 口頸部完存

暗橙褐色 白色微細粒

少混

口縁部 ヨコナデ→口頸部 ミガキ→頸部ナデ

やや堅4rt
口縁部 ヨコナデ→口頸部 ミガキ

_チ ェア 底部破片

内黒灰色
外灰白色

白色細粒

多混

軟   質37

高 好

脚部%破片
茶 褐 色 白色微細粒

微砂粒多混

ナデ  脚端部 ヨコナデ 被熱により内外面

薄黒変

軟   質
ナデ  脚端部 ヨコナデ

7

小型丸底増

口頸部%欠損
暗黄橙褐

色

白色細粒

細砂粒多混

口縁部 ヨコナデ 内外面著しく摩滅

軟   質
口縁部 ヨコナデ

2.2

7

鉢

体部中位以下

破片

黄橙褐色 白色微粒

少混

口縁部 ヨコナデ

軟   質
口縁部 ヨコナデ

7

鉢

口縁部わずか

に欠損

橙 褐 色 白色・赤褐色

微細粒少混

口縁部 ヨコナデ→口縁・体部の境に沈線→ハケ 底部 ドーナツ状

外面に黒斑

軟   質
口縁部 ヨコナデ→ハ ケ

古 墳 時 代 土 器 一 覧 表
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番 号 器  種 残 存 度 法量 色調焼成 胎   土 調 整 備 考

住居址 器高 色   調 外面

土  器 口径

図 底径

焼   成 内面

7

甕

胴部中位以下

%破片

暗茶褐色 白色微粒、微

砂粒少混

ナ デ 被熱により内外面

一部黒変

やや堅緻

ヘラナデ

7

甕

口縁部%破片
淡橙褐色 白色細粒少混 口縁部 ヨコナデ 内面に黒斑 あ り

堅  緻
口縁部 ヨコナデ→ 口縁端部面取 り

7

S 字 甕
胴部上位以上

%破片

暗茶褐色

小砂粒混入

胴部ハケ ロ縁部ヨコナデ 被熱により口縁部

内外面黒変、外面

にスス付着堅   緻
胴部ナデ→頸部ハケ
ロ縁部ヨコナデ→口唇部に沈線を有するヨコナデ

7

瓢

口縁部 %破片
橙 褐 色 白色微粒

微砂粒混入

口頸部ヨコナデ‐口縁端部やや外反気味にヨコ
ナデ

7.6

軟  質
外面 と同

士空

底部%破片
暗橙褐色 白色細粒

細砂粒多混

底部ヘ ラケズリ

堅   緻

7

壺 胴部破片

黄茶褐色 黒色微粒

多混

が キ 外面にスス付着

軟   質
ハケのちナデ

一空 口頸部破片

橙 褐 色 白色細粒

多混

ヨコテデ

やや堅緻
ヨコテデ

鉢

口縁部わずか

に欠損

橙 褐 色 白色微粒

石英混入

体部ハケのちナデ→口縁部 ヨコナデ 内面大半に黒斑

底部中央にわずか

に窪む堅   緻
体部ナデ→口縁部 ヨコナデ

鉢 体部 %欠 損

黄 褐 色 白色微粒、石

英雲母、小砂

粒混入

底部ナデ ロ縁部 ヨコナデ→体部ハケのち ミガキ 口縁部内面

部に黒斑あ

底部 ドーナ

込見
　
　
　
状堅  緻

口縁部 ヨコナデ→体部ハケのち ミガキ

8

甕 底部破片

色
色
白
褐
黄
暗
内
外

白色粒、石英

小石粒混入

底部ヘ ラケズ リ→胴部 ミガキ 被熱により外面薄

く黒変

堅   緻
ヘラナデ 見込部に爪状圧痕あ り

台 付 甕 脚部%破片

橙 褐 色 石英大小粒

小砂粒、小石

粒混入

ヽケ

堅   緻
不部ヘラナデ 脚部ナデのち板ナデ

甕

胴部上位 /4破

片

暗黄灰色 白色微粒、雲

母、微砂粒混

入

ハケのちミガキ 内外面に組圧痕が
点在

被熱により外面薄
く黒変堅   緻

外面 と同

8

壷
胴部上半 /4破

片

暗黄灰色 白色粒、石英

雲母、小砂粒

混入

ケヽのちミガキ 内面に粗圧痕あ り

外面に黒斑あ り

堅   緻 弩殺↑争の理摯幸位
ナデ 中位以下指おさえの
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番  号 器  種 残 存 度 法量 色調焼成 胎   土 調 整 備 考

住居址 器高 色  調 外面

土  器 口径

焼   成 内面

図 底径

高   不
不部%破片

茶 褐 色 白色微粒、石

英、雲母少混

口縁部 ヨコナデ→体部 ミガキ

堅   緻
外面 と同

甕

底部%破片
黄 褐 色 白色粒、石英

多混

底部ナデ  胴部ハケのちナデ

堅   緻
板ナデ

甕

胴部上位以上

%破片

明 褐 色 自色・赤褐色

粒少混、石英

大小粒多混

ハケ→ 口縁 。頸部 ヨコナデ 被熱により全面薄

く黒変

堅   緻
胴部ハケ ロ縁部 ヨコナデ

甕

胴部上位以上

%破片

黄 褐 色
白色粒、石英

小砂粒多混

胴部ハケ
ロ縁部ヨコナデ→口唇部面を持たせながらヨコナデ

外面にスス付着

堅   緻
胴部ヘ ラケズリ  ロ縁部 ヨコナデ

底部/4破片
黒 灰 色 白色微粒、雲

母、小砂粒少

i昆

胴部ハケ 底部ハケのちヘ ラケズリ

堅   緻
ミガキ (?)

壺 底部破片

黄 褐 色 白色・赤褐色

微粒、石英、

小石粒多混

底部ヘラケズ リ   胴部板ナデ

堅   緻
板ナデ

増

口縁部/4破片
茶 褐 色 白色粒、石英

多混

胴部 ミガキ  ロ縁部 ヨコナデ

軟  質
胴部ハケ   ロ縁部 ヨコナデ

壺

口頸部/4破片
黄灰白色 白色粒、石英

小石粒混入

口頸部ヨコナデのちハケ
端部を内湾させながら口縁部ヨコナデ

やや堅緻

口頸部下半ヘ ラナデ ロ縁部 ヨコナデキ

有段 口縁壺
頸部%破片

黄 灰 色 自色粒、雲母

混入

段部 ヨコナデ→上段・下段に分け ミガキ 外面スス付着

堅  緻 板ナデ

壺

底部%破片
灰 褐 色 白色粒、小砂

粒混入

胴部板ナデ (?) 外面スス付着

やや堅緻

ナ デ

壺 か 甕
底部%破片

灰 褐 色 自色粒、石英

混入

胴部ナデ 底部中央わずかに

窪む

堅   緻
ヘラナデ

壺 か 甕
底部%破片

黄 白 色 自色、赤褐色

粒、小砂粒

多混

胴部板ナデ

やや堅緻

ヘラナデ

甕

胴部以上%破

片

黄 灰 色 白色粒、石英

混入

ミガキ 外面スス付着

堅   緻
ガ キ
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番 号 器  種 残 存 度 法量 色調焼成 胎   土 調 整 備 考

住居址 器高 色  調 外面

土 器 口径

焼   成 内面
図 底径

胴部以下%破

片

黄 灰 色 白色粒、石英

小砂粒多混

底部ヘ ラケズリ 胴部 ミガキ→底部際ナデ 被熱により外面胴
部中位黒変 しスス
が付着。底部際黒
変

75 やや堅緻
ナデのち板ナデー部分的に ミガキ

底部破片

黄 灰 色 白色粒、小砂

粒少混

底部ヘラケズリ   胴部 ミガキ 底部黒斑あ り

やや堅緻
板ナデのちナデ

壺 か 甕 底部%破片

黄橙褐色 白色粒、石英

多混

底部木葉底

やや堅緻
ナ デ

丸 皿 /4破片

黄 白 色

白色微粒少混

ロクロナデ→口縁端部 ヨコナデ→底部回転糸切 内面全体に淡緑色

の釉

堅   緻
ロクロナデ→口縁端部 ヨコナデ

小 形 高 不
脚部%破片

黄灰褐色 白色粒、石英

小石 多混

がキ

軟  質
ナデ (?)  爪型圧痕がまば らに一周する

高 不 脚部上半破片

黄灰褐色 白色・赤褐色

粒、石英、小

石多混

ハ ケ

やや軟質
ヘラケズリ

台 付 甕
脚部 %破片

黄橙褐色 白色粒、石英

小砂粒多混

内外面著 しく摩滅

軟  質

高 不 脚部 %破片

赤 褐 色 白色粒、赤褐

色大小粒多混

ガ キ 内面絞 り痕あ り

やや堅緻

甕

口縁部%破片
茶 褐 色 色

　

ヽ

白
　
粒
　
混

・赤褐色

石英、多

胴部ハケ ロ縁部ハケのちヨコナデ 被熱により外面黒

変

一部 スス付着軟   質
胴部ハ ケの ち指 お さえ 口縁部ハ ケの ち ヨコナラ

甕

口縁部%破片
茶 褐 色 白色粒、石英

小石、多混

ハケのちナデ   ロ縁端部 ヨコナデ 被熱により内面下

半薄 く黒変

軟  質
胴部ハケ     ロ縁端部ヨコナデ

甕

胴部上位以上

/4破片

黄橙褐色 白色・赤褐色

粒、石英大小

粒、小石 多混

胴部ハケ (?)  口縁端部 ヨコナデ 強い被熱により外

面赤灰に変色

軟   質
胴部ナデ     ロ縁端部 ヨコナデ

甕 胴部%破片

黄橙褐色 白色・赤褐色

粒、石英、小

石 多混

イヽア 被熱により薄 く黒
変
内外面著 しく摩滅

軟   質

甕 底部破片

橙 褐 色 白色粒、

粒多混、

少混

砂
　
母

小
　
雲

胴部ハケ 被熱により赤橙に

変色

軟   質
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番  号 器  種 残 存 度 法量 色調焼成 胎   土 調 整 備 考

住居址 器高 色  調 外面

土  器 口径

焼   成 内面

図 底径

褻

底部完存

口縁、胴部 %

破片

茶 褐 色 白色・赤褐色

大小粒、石英

多混

赤

に

り
面
　
減

よ
外

　
摩

に
内
　
く

熱
し
着

し

被
呈
付
著

い
を

ス
面

強
橙

ス
内

軟   質

甕 底部/4破片

黄橙褐色 白色・赤褐色

粒、雲母混入

胴部ハケ

軟   質
1同音5ハ ケ

甕

胴部下半以下

破片

黄橙褐色 白色・赤褐色

粒、多混

胴部ハケ  底部際板状工具によるナデ 外面一部に黒斑

軟   質
胴部ハケ

台 付 甕
胴・脚接合部

%破片

黄灰褐色 白色・赤褐色

粒、石英多混

内外面著 しく磨滅

軟   質

台 付 甕
胴・脚接合部

破片

黄 灰 色 白色粒、大粒

石英、小石粒

多混

胴部ハケのち指おさえ  脚部ナデ 脚部被熱により赤

灰に変色、一部黒

変の部分 もあ り軟   質 胴部板ナデ     脚部ナデ (?)

台 付 甕
脚部 %破片

黄 褐 色 自色粒、石英

大小粒、小石

粒混入

ナ デ 被熱により内外面

一部赤褐～赤灰に

変色軟   質
ナ デ

85

胴部上位以上

/4破片

黄 灰 色 白色。赤褐色

粒石英、小砂

粒多混

ハケ→口縁部ヨコナデ→胴部上位平行櫛描文・
J字状文

軟   質
ケヽ→ 口緑部 ヨコナデ

(?)
胴部下位以下

%破片

橙 褐 色 白色・赤褐色

大小粒、大粒石

英、小石粒多混

胴部ハケのちナデ

やや軟質

胴張出部破片
黄橙褐色 白色・赤褐色

粒、石英混入

内面剥離

外面赤彩

軟  質

高 17N

ネ部%破片
黄橙褐色 自色・赤褐色

粒多混

不部ナデ   ロ縁部ヨコナデ

やや軟質
口縁部 ヨコナデ→不部 ミガキ

甕

底部完存

口縁、胴部

%破片

橙褐色 自色粒、石英

多混

底部ヘ ラケズリ (?)胴部ハケのち ミガキ
ロ縁部 ヨコナデ

被熱により外面ス
ス付着
一部剥離内面下半
薄 く黒変

やや軟質

キガ

キ
ミヽ
ガ
部
ミ
頸
ち

胴部ヘ ラナデのち中位部分ハケの

日縁部 ヨコナデ

台 付 甕
月同 ・ "¶事妄合音

`
破片

淡黄橙褐
色

石英、小砂粒

混入

ガキ

堅   緻
ガ キ

S 字 甕
口縁部%破片

黄橙褐色 白色粒、石英

雲母、小砂粒

混入

胴部ハケのち頸部 ヨコナデ ロ縁部 ヨコナデ

口縁部 ヨコナデ
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番  号 器  種 残 存 度 法量 色調焼成 胎   土 調 整 備 考

住居址 器高 色  調 外面

土  器 口径

焼   成 内面

図 底径

台 付 甕 脚部欠損

暗橙褐色 白色粒、小石

粒多混

胴部ハケ 胴・脚接合部ナデ ロ縁部ハケのち
強いヨコナデ

被熱により外面薄

く黒変、一部 スス

付着軟  質

台 付 甕
脚部%破片

黄 褐 色 自色・赤褐色

粒多混

板ナデ 脚端部面取 り 被熱により内外面

一部黒変

やや軟質

ナ デ

甕

口縁部完存

胴部%破片

黄茶褐色 白色粒、小砂

粒多混

口縁部 ヨコナデ→胴部ハケのちナデ→胴部下半
部 ミガキ 頸部波状文

やや軟質
口縁部 ヨコナデ→ 口頸部ハケのち ミガキ

胴部ヘ ラナデ

歯霊 口縁部欠損

黄 灰 色 白色粒、小砂

粒少混

ヘラケズリのちミガキ 底部中央わずかに
窪む
被熱により内外面
薄く黒変、外面ス
ス付着堅   緻

下半板ナデのちナデ 上半ヘ ラナデのち指おさ

口縁部欠損

暗 褐 色 白色・赤褐色

粒多混

胴部 ミガキ 被熱のため外面一

部黒変

やや堅緻
胴部上半強いヘ ラナデ 下半板ナデ

士霊

頸部%破片
黄橙褐色 白色微粒

少混

ヨコナデ 突帯上に刻み わずかに波状文 (?) 被熱により内面薄

く黒変

堅   緻
ナ デ

胴部上位以上

%破片

赤橙褐色 白色微細粒

少混

口頸・胴部ハケ→口縁端部 ヨコナデ→ 口頸部

ミガキ 胴部ヘ ラナデ
被熱により内外面

の一部黒変、 スス

付着堅   緻
口頸部ハケ 胴部ヘ ラナデ→口縁端部 ヨコナデ
→口頸部 ミガキ

胴部中位以上

破片

淡橙黄褐
色

白色粒、小砂

粒多混

口縁部 ヨコナデ→頸部一部ハケ→頸部以下細 し

板状工具による ミガキ状のナデ
炉体土器

級圧痕あ り

やや堅緻

口縁部 ヨコナデ→頸部ハケー全体に ミガキ
→口唇部刻み

壺 胴部上位破片

黄橙褐色 白色大小粒

多混

ケヽのち細い板状工具による ミガキ状の十デ 炉体土器

やや堅緻

ナデのち指おさえ→胴部下半細い板状工具によ
るミガキ状のナデ

高 17・

脚部%破片
赤橙褐色 白色・赤褐色

粒多混

ガ キ 古墳中期

軟   質

不 蓋 %破片

灰  色 黒色微粒、

微砂粒わずか

に混入

ロクロナデ→稜つ まみ出 し→天丼部回転ヘ ラケ
ズリ

須恵器

堅   緻
ロクロナデ  端部面取 り

不

体部以上%破

片

色
色黒舗

内
外

白色・赤褐色

粒、石英混入

体部ヘ ラナデ (?) 口縁部 ヨコナデ

やや軟質

口縁部 ヨコナデ→ ミ″キ→黒色処理

壺

胴部上位%破

片

茶 褐 色 白色微粒、

小砂粒少混

ヘラナデ 被熱により内面黒

灰色、外面薄 く黒

変
堅   緻

ヘラナデ (?) 指おさえ
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番  号 器  種 残 存 度 法量 色調焼成 胎   土 調 整 備 考

住居址 器高 色  調 外面

土  器 口径

焼   成 内面

図 底径

高 不

不・脚接合部

破片

暗橙褐色 白色・赤褐色

粒、少混

ミガキ 脚部内面に絞り痕

あり

軟  質
不部ヘ ラおさえ

霊

口縁部%破片
淡 橙 色 白色・赤褐色

粒、石英、小

石粒、 多混

口唇部 をつまみ状に立たせ なが ら口縁 ヨコナデ

軟   質

甕

1同部上位%破

片

橙 褐 色 白色粒、小石

粒、多混

頸部ハケ 被熱により外面―

部黒変し、器面の

荒れもIttし いやや堅緻
胴部ヘ ラケズリ ロ縁部ハケ (?)

裂

底部完存

胴部中位以下

%破片

暗赤橙褐
色

白色・赤褐色

粒、白色石英

雲母、多混

底部ヘ ラケズリ 胴部 ケズリ状のヘ ラナデ
のち一部 ミガキ

被熱によリー部黒

変

調整が全体的にl■いやや堅緻

ヘラデナ

甕

胴部上位以上

/4破片

橙 褐 色 白色・赤褐色

大小粒、石英

小石粒、多混

胴部ハケ・ヘ ラナデ→ 口縁端部 ヨコナデ→

胴部 ミガキ 頸部波状文
被熱により口縁部

内外面薄 く黒変

器面荒れるやや軟質

ヘ ラナデ→口縁端部 ヨコナデ

甕

口縁部%

胴部%破片

黄橙褐色 白色・赤褐色

大小粒、石英

多混

頸部波状文 口縁端部 ヨコナデ 被熱により外面一

部黒変、器面の荒
れ激 しい。内面に
黒色の付着物あ り

やや軟質 胴部ヘ ラナデ ロ縁端部 ヨコナデ

台 付 甕 脚部破片

黄 褐 色 白色・赤褐色

粒、小砂粒

多混

イヽア

軟   質
ナ デ

台 付 甕
胴・脚接合部

破片

黄橙褐色 濁 った石英大
小粒
白色粒、小石
粒、多混

イヽア

軟   質
脚部ヘ ラによる刻み状の沈線

壺 か 甕
底部%破片

黄橙褐色

白色粒 多混

被熱により内面薄

く黒変、内外面著

しく摩滅軟  質

S 字 甕

灰  色 白色・黒灰色

粒雲母、小砂

粒混入

端部ヨコナデ ロ縁中段に刺突

やや軟質

ハケ 端部ヨコナデ

褻

黄橙褐色 赤褐色粒

石英多混

胴部ハケの一種 (?) 日縁部 ヨコナデ 被熱により外面薄

く黒変、器面の荒

れ激しもヽ軟   質
口縁部 ヨコナデ

一笠

黄 灰 色 白色・赤褐色

粒混入

口頸部ハケ→口縁端部ヨコナデ→口SJi部 ヨコナ
デ

堅   緻
口縁端部 ヨコナデ→口頸部 ヨコナデ

士霊

口縁部%破片
黄 褐 色 白色粒、石英

大小粒、小石

粒多混

被熱により外面薄

く黒変、器面の荒

れ激 しいやや堅緻
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番 号 器  種 残 存 度 法量 色調焼成 胎   土 調 整 備 考

住居址 器高 色  調 外面

土  器 口径

焼   成 内面
図 底径

口縁部%破片
黄 褐 色 赤褐色粒

石英 多混

口縁端部 ヨコナデ  ロ頸部 ヨコナデ 被熱により内面黒

変

堅   緻
口縁端部 ヨコナデ

口縁部%破片
赤 褐 色 自色・赤褐色

粒、石英 多

'昆

口縁端部 ヨコナデ 器面摩滅 している

やや堅緻

口縁部%破片
淡黄橙褐
色

白色粒、濁っ

た石英、小石

粒、雲母多混

口縁端部 ヨコナデ 被熱により外面全

体的に黒変、器面

の荒れ激 しいやや軟質

口縁端部 ヨコナデ

一空

胴部中位以下

ほぼ完存

黄橙褐色 白色粒、石英

小石多混

被熱により外面一

部黒変 し脆 くなっ
ている。底部わず
かに ドーナッ状 を
呈している部分あり軟   質

ヘラナデ (?)

底部破片

黄 褐 色 白色粒、濁っ

た石英大小粒

きわめて多混

底部ドーナツ状

器面著しく摩滅

やや軟質

胴部%欠損

黄橙褐色 白色微粒

微砂粒混入

口頸部ナデ→全体にハケ→胴部にミガキのち
底部際ナデ  ロ唇部に面を有する

粗圧痕あ り底部 ド

ーナツ状

堅   緻
口縁端部ヨコナデ→口頸部ナデ 胴部中位以上
ヘラ、板状工具によるナデ、下位ハケ

鉢

体部中位以上

%破片

黄 褐 色 白色・赤褐色

粒混入

ミガキ 器面著 しく摩滅

軟   質

姑
・

損

部
　
欠

体
　
％

口縁音6

76 黄 褐 色 白色・赤褐色

粒混入

がキ 外面体部下半に黒

斑、底部中央にわ

ずかに窪む軟   質
体部上半ヘ ラナデ、下半板ナデ ロ縁部 ミガキ

器

不・脚接合部

破片

黄 褐 色 白色粒、小砂

粒多混

不・脚接合部 ヨコテデ→脚部ハケ

やや堅緻

小型丸底増 口頸%欠損

橙 褐 色 白色 。赤褐色

粒少混

器面著 しく摩滅

軟  質

小型丸底増
口頸・体部

%破片

暗黄褐色 白色微粒

少混

器面著 しく摩滅

軟   質

直 口 壺

口頸部%

胴部%破片

淡黄茶褐
色

黒灰色細粒

少混

口縁端部 ヨコナデ→ 口頸部ハケのちナデ→沈線
に文様

被熱により外面全

体薄 く黒変

やや堅緻

口縁端部 ヨコナデ→口頸部下半以下ハケ

有段 口縁壷

口縁部%破片
淡 黄 色 白色粒、小砂

粒多混

口唇部面取 り (?) 口縁内面一部黒斑

やや軟質

ヘラナデ
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番  号 器  種 残 存 度 法量 色調焼成 胎   土 調 整 備 考

住居址 器高 色  調 外面

土  器 口径

焼   成 内面

図 底径

高 17・ 不部%破片

黄橙褐色 白色微粒

少混

口縁端部 ヨコナデ→ ミガキ

堅   緻
口縁端部 ヨコナデ→ ミがキ

甕

口縁部%破片
暗茶褐色 白色大小粒

混入

ヨコナデのちハケ 被熱により内外面

薄 く黒変、外面 ス

ス付着堅   緻
ヨコナデのち狭いハケのち広いハケ

壺 (?)
胴部上位以上

%破片

暗茶褐色 白色微粒

少混

胴部ヘ ラナデ  ロ縁部 ヨコナデ 被熱により内外面

薄く黒変

やや堅緻

胴部ナデ    ロ縁部 ヨコナデ

甕

底部ほぼ完存

胴部下半 /4破

片

黄 褐 色 白色大小粒

多混

ヘラナデのち底部際ナデ 内面炭化物付着、

底部中央に線状の

圧痕あ りやや堅緻

ヘラナデ

壺 か 甕 底部破片

淡黄茶褐
色

白色粒、石英

多混

底部ナデ  胴部ハケのち雑 なナデ 被熱により内面黒

変

やや堅緻

ナ デ

小形台付裂

脚部完存胴部

%破片

色

色
灰

黄
黒

淡

内

外
白色粒、小砂

粒少混

ヘ ラナデ  ロ縁部 ヨコナデ

軟   質
胴部板ナデ  脚部ナデ ロ縁部 ヨコナデ

台 付 甕
胴・脚接合部

破片

橙茶褐色 白色大小粒

粗砂粒多混

強い被熱により外

面赤変、荒れ も著

しい堅   緻 胴部ナデ 脚部細いヘ ラ状工具によるナデ (?)

台 付 甕 脚部%破片

淡黄色 白色微粒

小砂粒多混

ヘラナデ

軟   質
板、又は九棒状の工具によるナデ 端部ナデ

S字 甕
脚部%破片

暗橙茶褐

色

白色粒、雲母

細砂粒多混

短絡線状のハケ 被熱により内外面

薄く黒変

堅   緻
板ナデ  脚端部折り返し状

理

胴部上位%破

片

茶 褐 色 白色微粒

少混

頸部ナデ  胴部ヘラケズリのちハケ 被熱により内外面

薄く黒変

やや堅緻
頸部ナデ  胴部ハケのち指おさえ

壺 (?) 胴部上半破片

橙茶褐色 白色粒、小砂

多混

ケヽのちヘラナデ 炉体土器

被熱により内外面

薄 く黒変、縁圧痕

あ りやや堅fFt

ヘラナデ

ニチュア
ネ部%欠損

茶 褐 色 白色粒、微砂

粒多混

やや堅緻

ニチュア %破片

淡灰黄色 白色微粒

多混

高不形

やや堅緻
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番  号 器 種 残 存 度 法量 色調焼成 胎   土 調 整 備 考

住居址 器高 色  調 外面

土  器 口径

焼   成 内面

図 底径

直 口 壺
口頸部 %破片

淡黄橙褐
色

黒色微粒

少混

口縁部 ヨコナデ→口頸部ハケのち ミガキ

やや堅緻

口縁部 ヨコナデ→口頸部 ミガキ

直 口 壷 底部欠損

茶 褐 色 白色微粒

小砂粒多混

口縁部 ヨコナデ→全体にハケのち ミガキ 外面全体にスス付

着

堅   緻
口緑部 ヨコナデ→ 口頸部ハケのち ミガキ
胴部ヘ ラナデ

llt

口頸部%体部

%破片

淡 黄 色 白色微粒

微砂粒少混

口縁部 ヨコナデ→全体に ミガキ

軟  質
口縁部 ヨコナデ

鉢

明橙褐色 白色微粒

少混

ケヽのちミガキ

軟  質
ミガキ

胴部上半%破

片

内黒灰色
外茶褐色

白色大粒

きわめて多混

ヽケ 被熱により外面一

部黒変

やや軟質
胴部上半板ナデ・下半ハケ→上半下半の接合部
ヘラ状のナデ

6号墳

高 ネ 脚部%破片

橙 褐 色 白色粒、小砂

粒少混

イヽア

やや堅緻
板状工具による強いナデ

6号墳

高 不

率・脚接合部

破片

黄 褐 色

微砂粒少混

が キ

やや堅緻

ヘ ラケズリ

6号墳

高 不 脚部%破片

淡黄褐色 白色粒、赤褐

色粒少混

ケヽ→不・脚接合部ナデ→脚端部 ヨコテデ

やや堅緻

ヘ ラナデのち一部 ミガキ 脚端部 ヨコナデ

6号墳

高不 (?) 不部%破片

黄橙褐色

微砂粒少混

口縁端部 ヨコナデ→体部ナデのち ミガキ

やや軟質
外面 と同

6号墳

高 ネ

不部上半%破

片

褐   色 白色微粒、

微砂粒

少混

工具による ミガキ状のナデ
ロ縁端部 ヨコナデ

軟   質
板ナデ ロ縁端部 ヨコナデ

6号墳

壺 か 甕 底部破片

橙 褐 色 白色微粒、石

英多混

底部ナデ 内外面著 しく摩減

やや堅緻

6号墳
口縁部%破片

橙 褐 色 白色微粒

少混

口縁端部 ヨコナデ→ ミガキ

堅   緻
外面 と同

6号墳

士笠

口縁部%破片
暗橙褐色 白色微粒

小砂粒少混

口縁端部 ヨコナデ 内外面著しく摩減

内外面赤彩

やや軟質

ガキ ロ縁端部ヨコナデ
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番  号 器「Ji 残 存 度 法量 色調焼成 胎   土 調 整 備 考

住居址 器高 色  調 外面

土  器 口径

焼   成 内面

図 底径

7墳周

高 不 脚部 %破片

橙 褐 色 精選

赤褐色粒混入

ガキ 脚端部 ヨコナデ 被熱のため内面一

部黒変

やや軟質

ハケのちヘラケズリ
脚端部ヨコナデ

7墳周

高 不

脚部%破片
橙 褐 色 精選、赤褐色

粒混入、白色
砂粒墨流 し状
に混入

ガキ 脚端部 ヨコナデ

軟  質
ハケのちヘ ラケズリ 脚端部 ヨコナデ

7墳周

高 不

脚部%破片
橙 褐 色 精選

赤褐色粒混入

ミガキ 脚端部 ヨコナデ 外面一部摩減

軟   質
ヘ ラケズリ 脚端部 ヨコナデ

7墳周

高 ネ 脚部%破片

橙 褐 色 精選

赤褐色粒混入

ガキ 脚端部 ヨコナデ 被熱のため内面一

部黒変

軟  質
ヘ ラケズリ 脚端部 ヨコナデ

7墳周

高 不

不・脚接合部

破片

脚部 %破片

橙 褐 色 色
色

状

褐
白

し

赤

流ヽ
混ヽ
墨
入

選
多

粒
混

精
粒
砂

に

ミガキ 脚端部 ヨコナデ

軟   質
177N部 ミガキ 脚部ヘラケズリ
脚端部ヨコ十デ

7墳周

高 不 %破片

橙 褐 色 色
色
状

褐

白
し

赤

流ヽ
混ヽ
墨
入

選
多
粒
混

精

粒
砂

に

ネ部 。口縁端部 ヨコナデ 脚部ハケ

軟  質
ネ部ミガキ・ヘラナデ ロ縁端部ヨコナデ 黒色処理
不完全 脚部ハケのちヘラケズリ→脚端部ヨコナデ

7墳周

高 不 %破片

色
色黒舗

内
外

精選、赤褐色
粒 多混、自色
砂粒墨流 し状
に混入

脚部 ミガキ

軟   質
不部ヘラナデのちミガキ ロ縁端部ヨコナデ 黒色
処理 脚部ハケのちヘラケズリ→脚端部ヨコナデ

7墳周

L7・ 底部欠損

橙 褐 色 精選

赤褐色粒混入

口縁端部 ヨコナデ→ ミガキ

軟  質
外面 と同

7墳周

ネ ほぼ完存

橙 褐 色 精選

赤褐色粒混入

口縁端部 ヨコナデー ミがキ

軟  質
外面 と同

7墳周
有段 口縁壺 部

　
片

緑
　
破

口
　
％

橙 褐 色 精選

赤褐色粒混入

口縁端部・段部 ヨコナデ→上段 ミガキ・暗文

軟   質
口縁端部 ヨコナデ→ハケ

7墳周

高 17・

不・脚部接合

部%破片

赤 褐 色

白色・赤褐色

粒、石英少混

脚部 ミガキ
不 。脚接合部のみ ミ〃キ以前のハケが見える

堅   緻
脚部ヘ ラナデ (?)

7墳周

器

杯・脚部接合

部%破片

淡橙褐色 白色・赤褐色

粒、濁 った石

英多混

内外面著 しく摩滅

軟   質

7墳周

器

脚部%破片
黄橙褐色 選

　
色

　
少

精
　
白
　
粒

赤褐色

脚部ヘラケズリ・ハケ

軟   質
脚部ヘラによるおさえ状のナデ
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番 号 器 種 残 存 度 法量 色調焼成 胎   土 調 整 備 考

住居址 器高 色  調 外面

土  器 口径

焼   成 内面

図 底径

7墳周
底部%破片

橙 褐 色 暗灰石英

白色粒多混

ヘラナデ ナデ

軟  質
ヘラナデ

7墳周

甕

口縁部%破片
茶 褐 色 白色粒、石英

少混

口縁部 ヨコナデ→ハケ

堅   緻
口縁部 ヨコナデ→ヘ ラナデ

7墳周

甕

口縁部%破片
黄褐色 白色微粒、

英大小粒、

石粒少混

石

　

小

ケヽ→ 口縁端部 ヨコナデ ロ唇部面取 り 被熱により外面全

体薄 く黒変

堅   緻
胴部ナデ 頸部ヘ ラナデ
ロ縁部 ヨコナデ

7墳周

壺

口頸部%破片
黄 褐 色 白色・赤褐色

微粒
石英微粒

少混

口頸部ハケ 被熱により外面全

体薄 く黒変

やや堅緻

口頸部ヘ ラケズリ様のナデ
ロ縁端部 ヨコナデ

7墳周
口頸部%破片

黄 褐 色 白色粒、石英

きわめて多混

口縁部 ヨコナデ 被熱により内面や

や黒変、内外面著

しく摩滅軟   質

7墳周
有段口縁壺 口頸部%破片

橙 褐 色 白色粒、石英

小砂粒多混

内外面著 しく摩滅

軟   質

7墳周
口頸部%破片

黄橙褐色 白色粒、石英

混入

ハケ→端部折 り返 しのち指おさえ→ 口唇部 ヨコ

ナデ ロ頸部下端平行櫛描文
内面赤彩

堅   緻
ケヽのちミガキ

7墳周

甕

胴部上位以上

%破片

灰 白 色 白色微粒

少混

ロクロナデ→口頸部・端部ヨヨナデ→口頸部下半カキロ・胴
部タタキロのちナデ→頸部直下ヨコナデ→ほぼ等間隔沈線

須恵器

堅   緻
ロクロナデ→頸部直下回転ヘラケズリロ頸部ヨ
コナデ

古検

器 脚部ほぼ完存

暗橙褐色 白色粒、小砂

粒混入

不部ハケ 脚部 ミガキ 脚端部 ヨコナデ

やや軟質

脚部ハケのち ミガキ

古検

越

口頸部以下

完存

淡青灰色 白色粒、微砂

粒少混

ロクロナデ→底部ナデ 肩部波状文 須恵器

堅   緻
ロクロナデ→頸部ナデ 見込部分棒状工具によ
る叩き

古検

甕

口縁部%破片
暗茶褐色 微砂粒、雲母

少混

口縁端部 ヨコナデ→ハケのち簾状文 被熱により内外面

黒変

堅   緻
口縁端部 ヨコナデ→ ミガキ

古検
口縁部%破片

茶 褐 色 黒色粒、微砂

粒少混

口縁端部 ヨコナデ→ハケ

やや堅緻

口縁端部 ヨコナデ

」■52

甕

底部%破片
茶 褐 色 白色・黒色粒

小砂粒多混

底部ナデ 胴部ハケ・ナデ 被熱のため外面全

体薄 く黒変

やや堅緻

ハ ケ
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番 号 器  種 残 存 度 法量 色調焼成 胎   土 調 整 備 考

住居址 器高 色  調 外面

土  器 口径

焼   成 内面
図 底径

」■54
有段 口縁壺 口縁部%破片

淡橙褐色 白色大小粒

多混

口縁部 ヨコナデ 棒状貼付文 器面著 しく摩減内

面剥離
軟   質

」■57
底部%破片

黄茶褐色 大小砂粒

多混

底部ナデ 胴部ハケのちナデ 被熱により外面全

体薄 く黒変

堅   緻

J■ 58
口縁部%破片

橙 褐 色 白色粒、微細

砂粒少混

ケヽ→口縁隆起部直下 ヨコナデ

堅   緻
口縁端部つ まみ出 し状に ヨコナデ

±121

甕 (?)
口縁部%破片

暗茶褐色 白色粒、微砂

粒少混

口縁端部 ヨコナデ→ハケ→隆起部直下 ヨコナデ 被熱により内外面

一部黒変

堅   緻
ケヽ ロ縁端部 ヨコナデ

」■385

甕

胴部上位以上

%破片

茶 褐 色 白色粒、雲母

小砂粒多混

胴部ハケのちナデ ロ縁部 ヨコナデ 被熱により内外面

黒変

堅   緻
胴部ハケ・指おさえ 口縁部 ヨコナデ

J■405

ニチュア %破片

黄橙褐色 白色粒、微砂

粒多混

やや軟質

」■409
有段 口縁壺 □縁部%破片

黄 褐 色 白色微細粒

多混

口縁部上段 ミガキ→ 口緑端部 ヨコナデ 被熱により外面一

部黒変

堅   緻
口縁部 ヨコナデ

」■448

ニチュア 底部完存

淡橙褐色 白色微細粒

多混

やや軟質

」■483

甕

淡橙褐 色 白色粒、石英

多混

ケヽの ちヨコナデ ロ縁端部 ヨコナデ 被熱により外面一

部黒変

軟   質
口縁端部 ヨコナデ

」1549

甕
胴部下位以下

%破片

黄灰褐色 白色・赤褐色

粒、石英大小

粒混入

タタキ 被熱により外面薄

く黒変

堅   緻
ナ デ

」■549

底部%破片

淡黄褐色 雲母、微砂粒

多混

ナ デ 底部か ら胴部下位
にかけて広範囲に
黒斑
底部 ドーナツ状

やや堅緻
板ナデ

±549
底部%破片

茶 褐 色 白色粒、微細

砂粒多混

底部 ドーナツ状

やや堅緻

±553
胴部下位以下

%破片

橙 褐 色 白色粒、

大小粒、

粒多混

英

　
石

石
　
小

底部ヘ ラケズリ 内面に黒斑

やや堅緻
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番 号 器  種 残 存 度 法量 色調焼成 胎   土 調 整 備 考

住居址 器高 色  調 外面

土 器 口径

焼   成 内面

図 底径

」■553
胴部上半 %破

片

黄 灰 色 白色 。赤褐色

粒 、石英 、砂粒

きわめて多混

ヽケ 被熱により外面や

や黒変、器面の荒

オlも 激 しヽヽ軟   質
胴部上半板ナデ・下半ハケ

」■558

甕

口縁部%破片
橙茶褐色 白色微粒

微砂粒多混

口縁部 ヨコナデ 被熱により内外面

薄 く黒変

やや堅緻

口縁部 ヨコナデ

±569

器 台 脚部上半破片

黄橙褐色 白色微粒

混入

ミガキ→脚端部 ヨコナデ 被熱により内外面

薄く黒変

堅   緻
脚部中位以上ヘ ラケズリ・下位ナデのちハケ

」■569
頸部%破片

黄橙褐色 白色・赤褐色

粒、石英大小

粒少混

櫛描直線文のち ミガキ 頸部下端以下赤彩

堅   緻
ケヽのちミガキ

±571
有段口縁壺

頸部/4破片

暗黄褐色 白色粒、石英

多,昆

ケヽのち段部 ヨコナデ

堅   緻
ケヽ 上中段部 ヨコナデ

±574

壺 (?)
口頸部%破片

橙 褐 色 白色微粒

少混

ケヽーロ縁端部 ヨコナデ

軟   質
外面 と同

」■576

甕

胴部上位以上

%破片

淡橙褐色 白色・赤褐色

粒混入

頸部 ヨコナデ 胴部ナデ ロ縁端部 ヨコナデ 粗圧痕あ り

堅   緻
口縁部ヨコナデー板ナデ 端部に面を有する

」■584
胴部下半以上

/4破片

灰  色

白色微粒少混

ロクロナデのちナデ 須恵器

堅   緻
ロクロナデのち見込部分ナデ

」■584

卜形褻 (?) 底部破片

黄橙褐色

白色微粒少混

ナ デ

やや軟質
ナ デ

土:86
甕

口縁部%破片
暗茶褐色 白色・黒色微

粒少混

口縁部 ヨコナデ 被熱により外面薄

く黒変

堅   緻
口縁部 ヨコナデ

」■587

高 ネ

脚部%破片
黄橙褐色 自色・赤褐色

粒混入

ガキ 脚端部持 ち上が り気味に ヨコナデ 内面絞 り痕あ り

やや軟質

土:3:
底部破片

黄橙褐色 白色粒、石英

多混

胴部ヘ ラナデ 底部 ドーナツ状

やや堅緻

土:3:
台 付 甕

胴 。脚接合

部破片

橙 褐 色 白色粒、石英

多混

脚部 ハ ケ 被熱により外面の

荒れが激しヽヽ

軟   質
胴部ナデ・ヘ ラナデ 脚部ナデ
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番 号 器  種 残 存 度 法量 色調焼成 胎   土 調 整 備 考

住居址 器高 色  調 外面

土  器 口径

焼   成 内面
図 底径

」■596

高 不 不部 %破片

黄橙褐色 白色粒、石英

粒、砂粒少混

口縁部 ヨコナデ→ ミガキ

やや堅緻
外面 と同

」■598

一霊 底部破片

暗黄茶褐

色

石英大小粒、
雲母微粒、黒
色光沢粒混

ミガキ 内外面著 しく摩滅

堅  緻
指おさえ

竪 6

皿 2/5破 片

淡白橙色 白色微粒

赤褐色粒
微砂粒混入

口緑部 ヨコナデ  ナデ

堅   緻
外面 と同

I検

高 不 脚部%破片

黄橙褐色 白色 。赤褐色

粒、微砂粒少

i昆

ハケのち ミガキ→脚端部 ヨコナデ

堅   緻
ケヽの ちケズリ→脚部下半 ヨコナデ

I検

ult %破片

黄 灰 色 白色大小粒

少混

口縁端部 ヨコナデ→体部上半ハケ・下半ケズリ
状ヘ ラナデ

被熱により外面上

半薄 く黒変・内面

暗赤褐色に変化やや堅緻
口縁端部 ヨコナ デー体部 ハ ケの ち下半ヘ ラナデ

I検

甕

胴部下位以上

以下破片

黄橙褐色 白色・黒色・赤

褐色粒混入

底部ナデ  胴部ハケのちナデ

堅   緻

I検

甕

底部完存

体部%破片

黄 褐 色 濁 った石英、

自色粒混入

底部ナデ 胴部ハケのちケズリ状のヘ ラナデ
頸部 ヨコナデ

底部 ドーナッ状、
被熱のため内外面
黒色・見込部分赤
灰色に変化内面炭
化物付着堅   緻

胴部中位指おさえのち ミガキ・下位 ミ″キ
頸部ハケのち ミガキ

I検

甕 胴部 %破片

黄 褐 色 白色微粒、石

英微粒少混

頸部ヨコナデ 胴部上半ヘラケズリのちナデ
下半ヘラナデ

被熱により外面著
しく黒変しススが
付着・内面上半薄
く黒変

堅   緻
ヘラナデ

11☆

折 り返 し口

縁 壺

口頸部%破片
黄 灰 色 白色・黒色粒

小砂粒多混

口頸部ハケのちナデ ロ縁端部 ヨコナデ 内外面一部摩滅

やや軟質

口頸部ナデ ロ縁端部 ヨコナデ

I検

奎霊

胴部下位以下

%破片

黄 白 色 黒灰色・白色

粒多混

底都中央やや窪む

堅   緻
ナデ・ヘラナデ

H検

甕 (?)
胴部下位以下

%破片

黄橙褐色 白色粒、石英

少混

胴部下位ハケのちナデ・中位以上ヘ ラナデ (?) 底部 ドーナツ状

堅   緻
ナ デ

H検

有段口縁壺
口頸部%破片

黄橙褐色 白色・赤褐色

粒、石英混入

口頸部上段ハケ→段部 ヨコナデ
ロ縁端部 ヨコナデ

内面全体著しく荒

れている

やや堅緻

Ⅲ検

甕 (?)
胴部下位以下

%破片

黄 褐 色 白色微粒、石

英、雲母、微

砂粒多混

ケヽのちミ″キ

堅   緻
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番  号 器  種 残 存 度 法量 色調焼成 胎  土 調 整 備 考

住居址 器高 色  調 外面

土 器 口径

焼   成 内面
図 底径

Ⅲ検

鉢

口縁部・体部

/4破片

黄橙褐色 精選

白色・赤褐色

微粒少混

ヘ ラナデ→口縁端部 ヨコナデ→ ミガキ

堅   緻
外面 と同

Ⅲ検

日頸部%破片
橙 褐 色 精選

白色微粒、小

石少混

ハケ  ロ縁部 ヨコナデ→口縁端部面取 りのち
櫛描刺突文

堅   緻
口縁部 ヨコナデ

甕 拓 本

淡黄褐色 白色・赤褐色

微粒混入

叩き目

やや堅緻

ナ デ

甕 拓 本

茶 褐 色 白色・赤褐色

粒混入

ハケのち叩き目

やや堅緻

ナ デ

甕 拓 本

茶 褐 色 白色・赤褐色

微粒混入

ナデ・ハケ・叩き目 被熱により外面薄

く黒変

やや堅緻
ナデ・ハケ

甕 拓 本

淡 褐 色 白色・赤褐色

微粒混入

叩き目 外面一部荒れてし

る

堅   緻
ナ デ

甕 拓 本

淡黄褐色

白色粒混入

叩き目 内面炭化物付着

やや堅緻

ナ デ

甕 拓 本

淡黄褐色 白色・赤褐色

微粒混入

叩き目 破片の一部を意識

的に丸くしてある

やや堅緻

ナ デ

甕 拓 本

褐   色

白色微粒混入

叩き目

やや堅緻

ナ デ

6号墳

甕 拓 本

淡黄褐色

白色微粒混入

叩き目

やや堅緻

ナ デ

甕 拓 本

淡茶褐色

白色粒混入

縦羽状櫛描文

やや堅緻

ナ デ

7墳周

甕 拓 本

暗 褐 色

白色微粒混入

板状工具によるナデのち縦羽状櫛描文 外面黒斑あ り

207

やや堅緻

ハケのちナデ

7墳周

甕 拓 本

褐  色

白色微粒混入

板状工具による縦羽状櫛描文

やや堅緻

ナ デ
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番 号 器  種 残 存 度 法量 色調焼成 胎   土 調 整 備 考

住居tL 器高 色  調 外面

土  器 口径

焼   成 内面

図 底径

拓 本

茶 褐 色

白色粒混入

櫛状波状文 直線文

209

やや堅緻

ナ デ

±514

一笠 拓 本

灰 褐 色

微砂粒少混

内外面著 しく摩滅

堅   緻

I検

甕 拓 本

青 灰 色

白色微粒混入

叩き日のちカキロ 須恵器

堅   緻
同心円文

Iオジさ

甕 拓 本

青 灰 色

白色微粒混入

叩き目のちカキロ 須恵器

堅   緻
同′し、円文

土 製 円 板 完存

茶 褐 色 白色・赤褐色

粒混入

上面ナデ

やや軟質
下面ヘ ラ ミガキ

紡  錘  車 %破片

茶 褐 色

白色微粒混入

やや軟質
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(3)陶肇器  (第 68図 )

本l■出土の陶磁器はごく僅かで、土墳からの出土とⅢ区検出面より出土のものが主である。小破

片も含めて23片 しかなく、図示しえたものは7′点である。時代的には輸入白磁から吹付けの碗まで

と幅が広い。図示したものを中心に記述したい。

輸入陶磁器には自磁碗片(1)と 青磁碗片がある。 1は 口禿の碗で内面の口縁下に僅かな稜をもち外

面はロクロ整形の段がある。器壁は薄 く灰白色をしている。13～ 14Cに 多いものである。土墳507出

土。青磁片は鏑蓮弁で釉色は薄い緑灰色をしている。Ⅲ区検出面出土。

陶器 瀬戸美濃系のものを中心として14片 ある。 2はおろし皿で片口がつ く。口唇は厚 くなり端
部に溝をもつもので片口部分は短 く、釉は口縁部のみに付け掛けしてある。胎土は薄灰茶色でやや

軽い。 H区検出面出土。白資系の橘鉢片が 1点ある。Ⅲ区検出面出土。この 2点は13～ 15Cこ ろの

ものか。緑茶色の釉をしたものが 2点ある。 3は瓶の口で殆ど直立した短い口縁部で端部は小さく

外に反る。細かい貫入がある。土墳394出土。図示 しないが同様の釉の皿片が 1点ある。土墳430出

土。18～ 19Cこ ろのものか。他に薄手小型の壺状のものの肩の小破片がⅢ区検出面から出土してい

る。以上 5点は瀬戸美濃系のものである。

在地産あるいは産地不明のものが10`点ある。 4は向付で内外に黒灰色をした釉がかかっている。

胎土は黄灰色でやわらかである。産地不詳、土墳586出土。5は赤茶色をした鉢で外面一部に煤が付

着 している。胎土は砂粒を含んだ橙茶色で地元産ではないかと思われる。土墳574出土。6は甕の肩

の部分で内外に鉄釉が濃 くかかっており、一部に自色釉を掛け流している。地元窯から類似したも

のが多く出ている。Ⅲ区検出面出土。 7は鉄釉の鉢で薄手で口づ くりは外に折 り返している。産地

は不明である。Ⅲ区検出面出土。8は橋鉢で外面は黒茶色の釉、内面は2.7cm幅 に19本の細かい目を

たてている。胎土は黒灰色で緻密である。産地不明。Ⅲ区検出面出土。この他鉄釉の灯明皿、橋鉢、

壺型のものなどの小破片がある。いずれもⅢ区検出面出土のものである。これらは20C代 と思われ

る二片を除いて19世紀後半のものとみている。

磁器 染付の破片が 7片ある。図示 したものは 9-点のみである。 9は深目の皿で外面には笹状
の文様、内面には墨吹による文様が描かれているものである。同一器体か腰にあたる破片もある。

18C代の伊万里系のものとみている。Ⅲ区検出面出土。他に染付碗片があり出土地点とともに時代・

産地とも前者と同様のものである。その他は20C代の蓋物と吹付けの碗の小片がある。Ⅲ区検出面

出土である。
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2 石器 "石製品  (第 69図 ～74図 )

今回の発掘調査では定形的な石器のほか、 2次加工のある余J片 。使用痕のある争J片 。景J片・砕片

が多数出土している。向畑遺跡の石器群を理解するためにはこれらも含めた総合的な分析が必要で

ある。 しかし、次年度も発掘が予定されていることから、今回は定形的な石器に限って報告するこ

とにした。

向畑遺跡では縄文時代から古墳時代 (以降)に わたる51′点の石器と 1`点の石製品が出土している。

これらのうち、磨製石鏃と石庖丁は弥生時代の、砥石は古墳時代以降のもので、そのほかは縄文時

代の遺物である。このうち特徴的なものとして、縄文時代早期後半に多くみられる特殊磨石の 1`点、

第45号住居址の砥石の 3′点があげられよう。前者は今回報告の石器の中では時期がさかのぼる資料

であり、後者は鉄器を研いだ砥石 としては古い時期に位置づけられる資料である。また、石器の石

材のうち黒曜石・チャー ト・硬砂岩は搬入品の可能性がある。石製品としては管玉が 1′点出土して

いる。

整理にあたっては実測できるものはすべて図化し、掲載することにした。また、すべての石器に

ついて出土地′点・法量・石質・欠損状況などを一覧表に登載した。なお、石質鑑定については大田

守夫氏のご教示を受けた。

1)石鏃

13′点出土。石材は黒曜石製 7′点、チャー ト製 6′点で、チャー トの占める割合が多い点が特徴であ

る。基部を分類すると、平基 。無茎鏃 2′点 (1・ 12)、 凹基 。無茎鏃 10′点 (2～ 9。 11・ 13)、 不明

が 1`点 (10)で、凹基・無茎鏃の占める割合が多い。また凹基・無茎鏃のなかでもえぐり込みの浅

いもの (4・ 6)か ら深いもの (9)ま である。チャー ト製の石鏃は黒曜石製の石鏃に較べてえぐ

り込みの浅い傾向がある。平基・無茎鏃が 2点 ともチャー ト製であることから、石材としてチャー

トを使用 した場合、深いえぐりをつ くりだすことが技術的に困難だったことも考えられよう。

2)石錐

2点出土。 14はつまみをもつ錐で、錐部の断面は三角形を呈している。つまみ部の側面には斜め

の線条痕が観察される。黒曜石製。15は棒状錐で、錐部は両面 。両側から剥離がおこなわれている

ため断面は凸レンズ状を呈している。チャー ト製。

3)石匙

2点出土。16はつまみの部分で、チャー ト製。17は横形 。偏刃の石匙で刃部は外湾している。つ

まみは刃部の割に大きく、素材の横長争J片 を争J離 した際の打面を残している。刃部の調整は両面か

らおこなわれているが、背面側が斜度の急な争J離であるのにたいし、腹面側は押圧争J離 と考えられ

る非常に薄い争J離がほどこされている。そのため、刃部は片刃状を呈している。腹面には凸形のバ

ルブ、バルバースカーが観察される。チャー ト製。

4)ス クレイパー
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5点出土。18は素材の縦長余J辺の両側縁辺に刃部をつ くりだしている。
`腹
面 (主要争J離面)の左

側辺は両面加工、右側辺は片面加工である。チャー ト製。19は平面が長方形で、長側辺に刃部をも

つもの。刃部調整の景J離は背面側だけにほどこされ、片刃・直刃である。ホルンフェルス (砂岩 )

製。20は争J辺の背面の下部縁辺に刃部をつ くりだしている。背面には左側に自然面があり、ネガテ

ィブなバルブ・バルバースカーをもつ争J離面が観察でき、素材の争J辺が景J離される以前に少なくと

も2回争J片剥離が行われている。チャー ト製。21・ 22は両面加工の直刃をもつもの。頭部と側面は

整形のための剥離がおこなわれているが、頭部は階段状剥離のため断面が厚 くなっている。また、

21の腹面側の争J離面の稜は摩耗してつぶれている。このつぶれは刃部の剥離面にはほとんどみられ

ないので、着柄か手を防御するために石器の表面に木・紐・皮などで被ったためにできた可能性が

ある。硬砂岩製。22は千枚岩製。

5)ピ エス・エスキーュ

2点出土。23は平面が方形、断面が逆三角形を呈している。上端は打面状の平坦面があり加撃痕

が数ヵ所観察される。下端にはつぶれが生 じている。黒曜石製。24は平面が方形、断面は紡錘形を

呈している。上端にはつぶれが生 じている。黒曜石製。

6)ノ ッチ

1点出土。25は縦長剥片の片側辺に凹状のえぐりを作 り出している。剥離は腹面 (主要求J離面)

側からおこなわれており、片刃状を呈している。黒曜石製。

7)打製石斧

5′点出土。27の短冊形を除いて、撥形。円刃の打製石斧が出土している。26(砂岩製)。 28(硬砂

岩製)は両側辺の中央縁辺に顕著なつぶれがみられる。特に、28は 意図的に敲打して背面と腹面の

区別がつかないほどつぶしをおこなっている。27は頭部端に礫の表皮を残している。背面側は腹面

側にくらべて争J離面や稜が鈍 くなっているが、風化の度合によって生 じたものか着柄によるものか

明確にできなかった。砂岩製。29は背面の全面に礫の表皮を残している。側縁部にはつぶれが観察

される。ホルンフェルス (砂岩)製。30は 片側の縁辺につぶれがある。ひん岩製。

8)磨製石斧

2′点出土。31は乳棒状石斧で、刃部は蛤刃である。表面はよく研磨されているが、前段階におこ

なわれた敲打の痕跡を残している。研磨の方向は、線状痕の観察から長軸に対 して斜めの左下がり

と直行するものがほとんどである。刃部には、使用痕と考えられる剥離面とつぶれがある。閃緑岩

製。他に、磨製石斧の使用の際に本体から争J離 した破損品と考えられるものがある。これは 3面に

研磨面をもち、側面と上面のあいだに角稜をもつことから、定角式石斧もしくは偏平片刃石斧と考

えられるものである。頁岩製。

9)凹 ・敲 。磨石

11′点出土している。32は棒状の自然礫に研磨痕があるもの。研磨の方向は長軸に対してやや斜行
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する。硬砂岩製。33は石鹸形を呈するもので全面に磨面をもつ。側面は磨面のほかに敲打痕が観察

される。この敲打痕が側面の面取 り (整形)の ためにおこなわれたものか、使用痕なのかは不明で

ある。上面は凸形を呈し、中央にくぼみを 1つ もつ。下面もわずかに凸形を呈しくぼみを 3つ もつ

が、研磨の度合は上面より激しい。物質をすりつぶす場合には、接地面積の広いこの下面でおこな

ったほうがより効率的であったと考えられる。安山岩製。34は両面に磨面と浅いくぼみを 1箇所づ

つもつもの。片面のくぼみの周辺には炭化物が付着している。砂岩製。35は先細の先端に敲打面を

もち、器面全体には磨面がある。磨面は右側面と下面に顕著にみられる。また、器面が被熱により

赤色化 している。砂岩製。36は特殊磨石(1)である。断面 3角 形の棒状を呈し、 3面 とも (調整)磨面

がある。さらに、 3角形の頂部の 1つに幅の狭いザラザラした機能磨面をもっている6砂岩製。37

は大きな自然礫の一部に磨面をもつもの。手に保持 して使用するには重すぎるので置き砥石 として

使われた可能性がある。砂岩製。38はやや縦長の石鹸形を呈するもの。上 。下面に磨面、上・下・

両側面のそれぞれに 2つ以上のくぼみをもっている。また、側面は、敲打が頻繁に行われた結果 く

ぼんだり争J落 しているので、この敲打は側面の面取 りと考えるよりは使用によって生じたものと考

えられる。安山岩製。39は 断面 3角 形の棒状を呈するもので、1面にくぼみを複数個 もつもの。 3

面とも磨面をもつが 2面は凹状で、 くぼみをもつ面はわずかに凸でザラザラしている。砂岩製。40

は平面が円形で両面に磨面をもつもので、下面中央にはアバタ状の敲打痕が観察される。このほか

に、磨石の破片 2点が出土している。安山岩製。

10)磨製石鏃

2`点出土。41は磨製石鏃の未製品で、頭・脚 。片側面が破損している。景J片の縁辺に調整争J離を

おこなったのち研磨 している。チャー ト製。

11)磨製石庖丁

1点出土。平面が半円形で、刃部は直刃である。上部に 3孔をもつが、左端のものは途中で破損

しているため穿孔されていたのか、穿孔の途中であったのかわからない。中央孔の上部には紐ずれ

痕が生 じている。砂質頁岩製。

12)砥石

6′点出土している。すべて小形で手持ちの砥石と考えられる。43は他の砥石にくらべて砥面が荒

い。砥面はすくなくとも3面以上ある。砂岩製。44～ 46は 45住出土のものである。44は砥面は 1つ

だが非常によく研磨されており、砥面の端の方には線条痕が集中している。ひん岩製。45は全面が

砥石に利用されている。砥の方向はさまざまだが長軸に平行するもがほとんどである。ホルンフェ

ルス (砂岩)製。46は破損しているが、少なくとも3面の砥面をもっている。砂岩製。47は 4面の

砥面を持つ。しかし、両側面は凹凸が激しいため、上 。下面に砥が集中している。砂岩製。48は 片

端が破損しているが、 5ないし6の砥面をもつもの。砥の方向は長軸に直行するものと平行するも

のとがある。砂岩製。
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13)管玉

1点出土。碧玉製で片側から穿孔されている。長軸と平行する方向でよく研磨されている。

注 1 特殊磨石の各部の名称については、

八木光則「いわゆる『特殊磨石』について一中部地方における縄文早期の石器研究への問題提起一」 『信濃』第28巻第4号 1976を 参
考にした。

なお、実測図では機能磨面をスクリーントーンで表現している。

表 6

石 鏃                石器一覧表

石 錐

石  匙

石器
NQ

分  類 注   記 鵬
＜ｃｍ＞

幅

(cm)
熙
＜ｃｍ＞

重さ

(g)
石  質 欠損状況 備  考

1 1 平基・無茎 32住東北下層 (2.01) 0.28 (0.61) チャー ト 先端部欠

凹基・無茎 37住南西覆土 (136) 1.46 0.44 (0.61) 黒曜石 上半部欠

凹基 。無茎 土壌77 1.15 0.37 0.48 黒曜石 完 形

凹基 。無茎 土壌397 1.05 0.27 0.44 チャー ト 完 形

凹基 。無茎 土壌435 1.89 1.38 0.28 0.49 黒曜石 完  形

凹基 。無茎 土疲492 (1.57) (1.22) 0.21 (0.33) 黒曜石 両脚欠

凹基 。無茎 土塘521 (2.09) (1.26) 0.24 (0.63) チャー ト 先端 。両脚欠

凹基 。無茎 土疲534 (1.51) (1.72) 0.22 (0.64) チャー ト 片脚端欠

凹基 。無茎 竪穴状遺構 5 2.73 0.61 黒曜石 完  形

不  明 6号墳検出面 (1.78) (1.39) (0.47) (0.79) 黒曜石 下半部欠

凹基 。無茎 2区検出面 (1.52) (1.26) 0 22 (0.45) 黒曜石 先端・両脚欠

平基 。無茎 43住南検出面 (1.92) (1.25) 0.49 (0.89) チャー ト 先端 。両脚欠

凹基・無茎 3区検出面 (1.39) (0.25) (0.55) チャー ト 上半部 。片脚欠

石器
NQ

分  類 注   記 姜
＜ｃｍ＞

幅

(cm)

厚さ

(cm)

重さ

(g)
石  質 欠損状況 備  考

1 つまみ 土横525 2.83 0.86 2.35 黒曜石 完  形 側面に擦痕

棒 状 2区溝 8 3.93 0.98 3.40 チャー ト 完 形

石器
NQ

分  類 注   記
長さ

(cm)

幅

(cm)
恥
＜ｃｍ＞

重さ

(g)
石  質 欠損状況 備  考

1 不  明 土墳429 (3.02) (1.94) (0.57) (4.33) チャー ト つまみ部残

2 横形・偏刃 3区南西検出面 3.39 2.77 0.81 5.23 チャー ト 完 形
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スクレイパー

ピエス・エスキーユ

ノッチ

打製石斧

磨製石斧

石器

NQ
注 姜

＜ｃｍ＞
幅

(cm)

厚さ

(cm)

重さ

(g)
石  質 欠損状況 備 考

1 31住南西 (651) 3.61 0.91 (24.65) チャー ト 下端部欠

土塘94 (3.13) (8.02) (0.8ω (33.74) tr l,lrral 片側縁欠

土墳442 4.37 5.62 29.34 チャー ト 完 形

7号墳周溝Q区 (4.16) (5.51) (0.95) (31.12) 硬砂岩 % 欠 腹面側の剥離面の稜が摩耗

6区検出面 421 (6.83) (1.05) (42.00) 千枚岩 片側縁欠

石器
NQ

注 鵬
＜ｃｍ＞

幅

(cm)
職
＜ｃｍ＞

重さ

(g)
石   質 欠損状況 備 考

1 2区溝 8 2.06 3.75 黒曜石 完  形

6区検出面 1.53 0.54 黒曜石 完 形

石器

NQ
注

長さ

(cm)

直径

(cm)

1LI*
(cm)

重さ

(g)
石   質 欠損状況 備 考

1 土壌481 3.25 0.52 2.80 黒曜石

石器
NQ
分   類 注   記 鵬

＜ｃｍ＞
中扇

(cm)
熙
＜ｃｍ＞

重さ

(g)
石 質 欠損状況 備  考

1 撥・円刃 7住南西下層 (963) 4.31 2.05 (93.93) 砂 岩 刃部欠 側縁部つぷれ

短冊・不明 33住 (8.53) (3.39) (60.56) 砂 岩 刃部欠

撥・円刃 土嬢411 (8.37) 4.31 1.97 (87.59) 硬砂岩 頭部欠 側縁部つぶれ

搬・不明 土疲415 (9.59) (5.22) (128.52) ネルンフェしス砂岩` 刃部欠 側縁部つぶれ

搬・円刃 6号墳周溝 (10.34) 5.36 (107.43) I分岩 頭部欠 側縁部つぷれ

石器
NQ

注 鵬
＜ｃｍ＞

幅

(cm)
恥
＜ｃｍ＞

重さ

(g)
石  質 欠損状況 備 考

1 竪穴状遺構 7 (15.90) 3.51 (483) 閃緑岩 頭部欠 乳棒状・刃部摩耗

2区中東検出面 (2.16) (3.32) (0.32) (3.29) 頁岩 刃部端残
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凹・敲 。磨石

磨製石鏃

石庖丁

砥 石

管 玉

石器
NQ
凹  部 敲打痕 磨 面 注   記 鵬

＜ｃｍ＞
幅

(cm)
恥
＜ｃｍ＞

重さ

(g)
石 質 欠損状況 備   考

1 ○ 33住東南上層 12.04 4.71 3.16 245.95 硬砂岩 完形

O(1+3) ○ ○ 土横429 8.83 6.37 391 299.0 安山岩 完形

○(1+1) ○ 土墳474 (9.58) (5.55) (265) (229 69) 砂岩 %欠 被然・炭化物付着

4 ○ ○ 土墳480 (17.98) (10.05) (5.92) (1400) 砂 岩 片端欠 被熱

5 ○ 土墳 525 (7.88) (4.05) (4.50) 砂 岩 %欠 特殊磨石

6 ○ 土墳582 31.05 11.95 10 55 砂岩 完形

7 7号墳周溝B区 (12.13) (5.04) (3.29) (314) 硬砂岩 %欠

○(4面 ) ○ ○ 2区検出面 10.11 6.11 3.59 安山岩 完形 被熱

○ 2区検出面 (8.35) (5.19) (260.2) 安山岩 %欠

○(2) ○ 3区南検出面 (8.91) (3.42) (198.32) 砂岩 %欠

○ ○ 不 明 9 80 8.60 4.45 安山岩 完形

石器
NQ

在と    言己
長 さ

(cm)

幅

(cm)
恥
＜ｃｍ＞

重さ

(g)
石 質 欠損状況 備 考

1 土墳483 (398) (2 08) (0.62) (5.92) チャー ト 3/5欠 未製品

石器
NQ

注   記 賠
＜ｃｍ＞

幅

(cm)

厚さ

(cm)

重さ

(g)
石  質 欠損状況 備 考

1 7号墳周溝G区 3.79 (6.71) (0.64) (25.19) 砂質頁岩 両端欠 37L(両側穿7し)llずれ痕あ1)

石器

NQ
注    言己

長さ

(cm)

幅

(cm)
恥
＜ｃｍ＞

重さ

(g)
石 質 欠損状況 備 考

1 35住東南 (8.15) (7.01) (1.62) (90.24) 砂岩 2/3欠 (砥面 3)

45住 NQ l (5.84) (4.24) (3.75) (11870 I分岩 不 明 (砥面 1)

45イ主NQ 2 17.70 4.09 2 55 169.17 t,ltltBl 完形 砥面 5

45住 NQ 3 (906) (5.35) (2.34) (153.74) 砂岩 不明 (lll面 3)

土墳396 (12.76) 2.78 2.67 (H8.09) 砂岩 完形 砥 面 4

6号墳周溝検出面 (364) (277) (1.54) (30.04) 砂岩 1/8欠 (砥面 5)被熱

石器
NQ

注   記 踏
＜ｃｍ＞

直径

(cm)

‐
fL径

(cm)

重さ

(g)
石  質 欠損状況 備 考

1 43住 ピット1 2 28 0.56 0.28 1.20 碧玉 片側穿孔
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3 鉄器・銭貨  (第 75図 )

鉄器は 5点 と少なく、他に鉄滓が10号住居址から2片 125.6g、 土墳217,393か ら14.6g33.lgが

出土している。 1は釘で上部欠損のものである。胴が大 く先は曲がっている。重量は1.8gでH区検

出面出土。 2～ 4は刀子状のもので、2は現況長さ 7 cm幅 2 cmの ものであるが、芯の厚さが0。 3mmと

薄い。重量10.6g7号古墳周溝出土。 3も 刀子の小破片で二枚の金を重ねたように中は細い空洞に

なっている。重量2.lgヾ 6号住居址出土。 4は刀子状のもので、両先端は尖っているが刃がないの

で、果してどのような使用の仕方がされたのかわからない。断面は四角で茎の方はねじれている。

重量は19.8g、 溝10よ り出土。 5は箪笥など引き出しの把手で現在使用しているものと変わりがな

い。断面形は楕円を呈する。近代のものではないか。重量 12。 2gⅢ 区検出面出土。釘・刀子は伴出

土器から古墳時代のものとみたい。 しかし4に ついては地金の腐食程度から見て時期が下がるので

はないかと思われる。

古銭は宋銭 7枚の出土をみた。いずれも1枚ずつの出土である。初鋳年からみると998～ 1,101年

で時代幅が狭い。 1の咸平元宝は二つに割れて一部が欠損している。重量2.Og、 土墳385出土。 2

は土墳475出土の熙寧元宝で2.8g。 3は土墳582出土の元祐通宝で被熱していて読み くいが蒙書で書

いてある。重量2.9g。  4は土墳505出土のもので強 く被熱をうけている。文字は不明であるが強い

て読めば元符通宝とも読める。2.6gでぁる。 5は Ⅱ区検出面より出土した聖宋元宝で蒙書体であ

る。重量は3.Ogでぁる。 6は H区北部検出面より出土した元豊通宝である。草書体である。重量は

2.9gでぁる。 7は皇宋通宝でⅢ区南部検出面出土のもので蒙書である。3.Ogの重量である。この

ような古銭の出土例から見ると中世の遺構からの出土が多いので、これらの出土遺構も中世 と見た

い。
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第 4章 結 語

向畑遺跡は前述のように向畑古墳群の一部であり、事前調査の際も多少の遺物を採集している。

今回の県道建設工事に当たっても、これら遺跡の重要性をご理解頂きスムーズに調査に着手できた。

ただこの一帯が県営ほ場整備事業と重なり、ほ場に関わる発掘調査と並行して調査を行ったため耕

作の合間に発掘調査を行うということになり、掘っては埋める繰り返しのため全体の掌握は測量図

の集成によるしかなかった。全景の写真がとれなかった点やや悔いが残る。

さて、今回の県道分の調査では多くの遺構 。遺物が出た。その数量は既述のため略すがほ場分と

合わせると実に竪穴住居址47、 竪穴状遺構 6、 古墳 2、 土墳955に 及ぶ。これらの結果から種々のこ

とが考えられる。

①古墳時代  竪穴住居址の殆どが古墳時代前期に位置するものである。ほら貝山の北西端に弘

法山古墳があり、和泉川を隔てて棺護山には中山36号古墳がある。この古墳は 4C中半とされてい

るので、向畑遺跡の時代と重なる部分がある。弘法山古墳を作った人達の生活基盤がまだつきとめ

られていなので、今回の発掘成果が何らかの手掛 りとなって、解明の糸口になればと思っている。

63年度 も隣接地を調査する予定であるので、全てが終了した時点で考えてみたい。

古墳そのものについても、今まで向畑古墳群はカニ堀沢に沿って東西に連なり、坪ノ内古墳群に

続き、尾根の先端で南に回っていると見ていたが、今回の発見により東端 も南に回っていることが

判った。土地の古老の話では南側斜面近 くにも古墳があったという指摘がある。とすれば全面的に

古墳があったこととなり、向畑一帯が墳墓の地として使用されていたといえる。

②中世 土墳について考えてみたい。今回出土の土墳の殆どは中世の墓とみている。その理由は

前項で詳述したとおりである。他県の中世墳墓例と比べると配石。マウンド等がなく、また蔵骨器・

石造物 もないなど資料的に欠けるものが多いが、部分的には同例 もある。

この墓を守っていた人達はどこに集落を営んでいたかについては、遺構の検出のない今早計には

判断できないが、ただ地形的にみれば東側から南東にかけた山麓に根拠地があったのではなかろう

か。

発掘調査にあたっては松本建設事務所、中山土地改良区、中山公民館等関係の方々に御協力頂い

た。また東京大学資料編纂所千々和到氏、長野県史編纂委員井原今朝男氏他多くの方々にご教示い

ただいた。記して謝意を表します。
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二重県教育委員会「横尾中世墓発掘調査資料」1986,8,29～ 30発表資料

『歴史手帖』1986-14巻 H号「特集シンポジウム中世墳墓を考える一中世都市と場をめぐって一」名著出版 1986
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1(脚端部は推定復元)



62(脚部は推定復元)
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183(脚部は推定復元)



37住 出土 土 器 (前列左から、70、 69、 66、 63、 中列62、 72、 後列74、 73、 68)

132、 中列 133、 135、 後列 137、
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7号古墳周溝供献土器 (前列左から131、 134
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